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シロチョウ科に属するチョウで、
熱帯にも広く分布する。寒さの関係
からか、北海道には生息しないが、
成虫の耐寒性は強く、秋に羽化した
個体は、そのまま冬を越す。長岡周
辺では、一年に３回世代を繰り返す
が、夏に出現するものは、写真にあ
るように、羽の先にある黒紋が発達
し、季節型と呼ばれる変異を示す。
夏には吸水のため、多くの個体が
水たまりに群がるのが観察される。
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古紙配合率70％再生紙を使用しています 大豆インクを使用しています 

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見 

▲長岡商工会議所（旧長岡現代
美術館・坂之上町２丁目）
建物の正面右の外壁にある銅板のレリ

ーフは造形作家・斎藤義重（1904－2001）
の作品「大智浄光」です。斎藤義重は、
二科会の九室会や美術文化協会の創立メ
ンバーであり、日本の戦後美術の偉大な
前衛作家として知られています。

長
岡
商
工
会
議
所

な
が

お
か

し
ょ
う

こ
う

か
い

ぎ

し
ょ（

旧
長
岡
現
代
美
術
館

き
ゅ
う
な
が

お
か

げ
ん

だ
い

び

じ
ゅ
つ
か
ん

）
９９

今
年
三
月
七
日
に
長
岡
商
工
会

議
所
は
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

前
身
の
長
岡
商
業
会
議
所
が
設

立
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）
三
月
で
、
事
務
所

を
坂
之
上
町
一
丁
目
の
鉱
業
会
議

所
内
に
置
き
、
初
代
会
頭
は
渡
辺

藤
吉
（
宝
田
石
油
株
式
会
社
専
務

取
締
役
）
が
務
め
ま
し
た
。

長
岡
商
工
会
議
所
で
は
、
来
年

三
月
ま
で
、
過
去
百
年
の
長
岡
経

済
人
の
気
質
を
次
世
代
に
継
承
す

る
「
温
故
知
新
」
を
テ
ー
マ
に
据

え
、
長
岡
産
業
・
都
市
ビ
ジ
ョ
ン

の
推
進
や
記
念
誌
の
発
行
、
長
岡

歴
史
人
物
館
（
仮
称
）
の
設
立
の

ほ
か
、
今
年
十
月
九
日
に
開
催
予

定
の
記
念
式
典
や
記
念
花
火
の
打

ち
上
げ
な
ど
二
十
四
項
目
の
記
念

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

同
会
議
所
の
あ
る
建
物
は
、
も

と
も
と
大
光
銀
行
（
旧
大
光
相
互

銀
行
）
が
建
設
し
た
文
化
会
館
で
、

当
初
一
階
に
は
長
岡
現
代
美
術
館

が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）に

開
館
し
た
長
岡
現
代
美
術
館
は
国

内
で
初
め
て
現
代
と
銘
打
っ
た
、

県
下
初
の
本
格
的
な
美
術
館
で
し

た
。
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
を
収
集
し
、

国
内
外
の
現
代
画
家
の
登
竜
門
と

称
さ
れ
た
長
岡
現
代
美
術
賞
を
制

定
。
公
開
の
場
で
審
査
を
行
い
、

入
賞
作
を
選
定
す
る
方
法
が
全
国

的
に
注
目
さ
れ
ま
し
た（
昭
和
五
十

四
年
に
閉
館
）。

今
も
外
壁
を
飾
る
斎
藤
義
重
作

の
斬
新
な
作
品
か
ら
、
か
つ
て
中

心
市
街
地
に
あ
っ
た
美
術
館
の
面

影
を
確
か
に
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

山野の湿り気のある場所で見られ
る多年草。高さ50～80㎝ほどの茎を
伸ばし、初夏に花を咲かせる。
名前を見ると大根と関係がありそ
うだが、ダイコンソウはバラ科、大
根はアブラナ科でグループが異なる。
花の姿を見てもダイコンソウは黄色
い５枚の花弁を持ち、大根は白色か
らうすく桃色がかった４枚の花弁を
持つ。
実は、根から出ている葉が大根の
葉とよく似た形をしている、という
のが名前の由来である。

シリーズの３回目・４回目は越路町の紹介です。

豊かな自然に恵まれた歴史あるまち
越路町は新潟平野の南西端に位置し、町の東部を
流れる信濃川と中央部を貫流する渋海川に挟まれた
三角州を中心に発達した町です。町の人口は１４,４５９
人（４月１日現在）で、今年は町制施行から50年目
に当たります。
越路町には縄文時代の遺跡が点在するなどその歴
史は古く、大和時代や奈良時代には越国（こしのくに）や越後国古志郡に
属していたといわれています。越路町という町名は、「越（こし）の国に通
じる路（みち）」というこの地域の古名にちなんでつけられたものです。
緑の山並みと水田、そしてホタルの飛び交う清流が織り成す四季の景観
は美しく、桝形山自然公園など多くの場所で豊かな自然を満喫できます。

全国そして世界に発信される越路町の特産品
越路町は、国内一流の製造業が立地する町でもあります。越路の自然が
はぐくむ米を素材に多彩なおいしさを
創り出す「米菓」、越後三大杜氏の里と
して全国有数の日本酒を仕込む「酒造」、
世界で多くの選手や競技を支える「ス
ポーツ用品」という３つの全国的・世
界的企業が本社や生産拠点を構えます。
農業の分野では、有機堆肥を使った
環境にやさしい高付加価値の米づくり
に早くから取り組み、減農薬・減化学
肥料の特別栽培コシヒカリ「越路の華」を全国に出荷しています。
また、国内最大規模の埋蔵量と産出量を誇る越路原の天然ガス田からは、
パイプラインで首都圏にもガスを供給し、クリーンエネルギーの産出地と
して日本の経済を支えています。

問い合わせ＝越路町役場1９２・３１１１
http://www.town.koshiji.niigata.jp

市町村合併については長岡市市町村合併推進室1３９・２２６０へ

合併町村紹介  3

越越　路　町 越　路　町 ～地域の個性と特産品～ 
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自然観察 5月 203

お問い合わせは
科学博物館1３２・０５４６へ
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市政ニュース NAGAOKA

日時＝６月15日c午後２時～４時30分
会場＝リリックホール・コンサートホール
内容＝①第８回米百俵賞贈呈式

選評…半藤一利さん（作家）
②感謝状贈呈式
講談師・一龍齋貞花さんへ贈呈
③講演会
演題…「日本人の忘れもの」
講師…作家・五木寛之さん

申し込み＝はがきに「市
民の集い」参加希望、住
所、氏名、電話番号、参
加人数を記入し、５月６
日e～31日bに〒９４０－8
501長岡市役所庶務課へ
（電話でも可、受付は先
着。当日は手話通訳あり）

長岡の誇る「米百俵」の故事にちなんだ新しいネクタイが誕生！
米俵を一面に散りばめたこのネクタイは、長岡らしいおみやげ品
を作ろうとそのアイデアを募集した「長岡おみやげデザインコンペ
ティション」（平成12～14年度に開催）で最優秀賞となった作品をも

とにデザインし、商品化したものです。
おみやげ品として、また、ご自身で身
につけて、「米百俵の精神」のＰＲにぜひ
お使いください。
価格＝１本２,８００円（税込み）
販売場所＝長岡観光・コンベンション協
会（市役所大手通分室内）、ながおか市民
センター、サクメモスリン（大手通２）、
大和長岡店（大手通２）、県立歴史博物館
「ミュージアムショップ縄文」
問い合わせ＝長岡観光・コンベンション
協会1３２・１１８７

実
践
し
た
先
見
性
と
功
績
は
す
ば

ら
し
い
」
と
選
考
の
理
由
を
説
明

し
て
い
ま
す
。

大
き
く
広
が
る

学
校
で
の
森
づ
く
り

山
之
内
さ
ん
は
、
平
成
三
年
に

教
職
を
退
い
た
後
も
そ
の
活
動
を

続
け
ま
し
た
。
長
岡
か
ら
始
ま
っ

た
「
学
校
の
森
」
づ
く
り
も
、
現

在
で
は
県
内
百
校
ほ
ど
の
小
中
学

校
に
、
さ
ら
に
は
韓
国
に
ま
で
そ

の
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
単
な
る
学
校
の
緑
化
で
は
な

く
、
自
然
や
地
域
と
の
命
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
森

づ
く
り
の
活
動
が
、
大
き
く
広
が

っ
て
い
く
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
話
す
山
之
内
さ
ん
。
こ
の
三
月

に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
）「
学
校
の
森
」
を
設
立

し
、
子
ど
も
を
育
て
る
森
づ
く
り

の
輪
を
さ
ら
に
全
国
へ
と
広
げ
て

い
き
ま
す
。

学
校
の
校
長
を
務
め
て
い
た
今
か

ら
十
七
年
前
、
都
市
部
の
学
校
の

子
ど
も
た
ち
に
も
身
近
に
自
然
と

触
れ
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
命
と
接

す
る
中
で
豊
か
な
感
性
を
は
ぐ
く

ん
で
ほ
し
い
と
、「
学
校
の
森
」
づ

く
り
を
提
唱
し
ま
し
た
。

そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

も
得
て
、
校
内
の
空
き
地
に
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
約
八
十
種
四
百

本
の
樹
木
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

そ
の
木
々
が
大
き
く
育
ち
「
森
」

に
な
っ
た
今
、
川
崎
小
学
校
の「
川

崎
の
森
」
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学

び
や
遊
び
の
空
間
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
の
人
た
ち
が
こ
こ
で
祭
り
を

催
す
な
ど
、
子
ど
も
と
地
域
と
を

つ
な
ぐ
大
切
な
交
流
の
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

選
考
委
員
長
の
作
家
・
半
藤
一

利
さ
ん
は
、「
子
ど
も
は
地
域
の
自

然
と
一
緒
に
育
っ
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
そ
の
将
来
を
見
据
え
て
早

く
か
ら
『
学
校
の
森
』
づ
く
り
を

人
材
の
育
成
に
大
き
く
貢
献
し

た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
長
岡

市
米
百
俵
財
団
の
米
百
俵
賞
。
三

月
二
十
九
日
に
開
か
れ
た
選
考
委

員
会
で
、
第
八
回
米
百
俵
賞
の
受

賞
者
に
、
長
岡
市
在
住
で
元
小
学

校
長
の
山
之
内
義
一
郎
さ
ん
が
決

ま
り
ま
し
た
。

「
学
校
の
森
」
が
子
ど
も
の

豊
か
な
感
性
を
は
ぐ
く
む

山
之
内
さ
ん
は
、
市
立
川
崎
小

第
　
回
米
百
俵
賞
は

山
之
内
義
一
郎
さ
ん
に

「
学
校
の
森
」
づ
く
り
を
提
唱

▲五木寛之さん

米百俵デー市民の集い
（入場無料）

長岡の新しいおみやげにぜひどうぞ

「米百俵ネクタイ」を発売しました

問い合わせ＝庶務課1３９・２２０３▲色は紺とえんじの２種類です

▲川崎の森

▲山之内義一郎さん

3学期制 

春
休
み 

冬
休
み 

秋
休
み 

夏
休
み 

春
休
み 

2学期制 

体育の日 
長期の休み 

4月 1月 2月 3月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

1学期（75日） 

1学期（100日） 2学期（100日）

3学期（50日）2学期（75日） 

●ゆとりの中で充実した学校生活を送ることができる
児童生徒は、長い期間でのゆとりのある学校生活や学びの
連続性が可能になる。
●一人ひとりに応じたきめ細かな指導が可能
一つの学期が長くなることで、児童生徒一人ひとりの学習
の達成度や生活の様子などをじっくりと見つめることができ、
きめ細かな指導ができる。
●授業時間数の増加と指導の充実
始業式・終業式や長期休業前後の短縮授業などが少なくな
ることで、授業時間数を今より10～30時間程度多く確保でき、
指導の充実と基礎・基本の定着を図ることができる。
●学校改革の推進
教職員の意識改革や学校改革の契機になる。

●現在、一律に定められている長期休業日の日数、開始日・
終了日を、年間の総休業日数の上限を定めた上で校長の裁量
によって設定できるようにすることで、より柔軟な教育課程
の実現と特色ある学校づくりを進めるものです。

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
「
長
期
的
な
視
点
で
子

ど
も
た
ち
に
向
き
合
い
、
き
め
細

か
な
指
導
が
で
き
る
」
「
授
業
時

間
が
増
え
、
基
礎
・
基
本
の
定
着

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
の

効
果
も
あ
り
、
夏
休
み
な
ど
の
長

期
休
業
の
弾
力
的
な
運
用
と
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
よ
り
柔
軟
な
教
育

課
程
が
実
現
で
き
ま
す
（
下
欄
参

照
）。

１０
月
末
を
め
ど
に

導
入
の
可
否
を
決
定
し
ま
す

市
は
、
二
学
期
制
の
導
入
に
つ

い
て
広
く
意
見
を
聴
く
た
め
、「
二

学
期
制
検
討
委
員
会
」（
保
護
者
、

社
会
教
育
関
係
者
、
校
長
、
教
諭
、

教
職
員
組
合
関
係
者
、
教
育
行
政

関
係
者
な
ど
十
五
人
で
構
成
）
を

設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、
二
学
期
制

の
課
題
や
導
入
の
可
否
の
ほ
か
、

現
在
は
期
間
な
ど
が
一
律
に
定
め

ら
れ
て
い
る
長
期
休
業
の
弾
力
的

な
運
用
と
有
効
活
用
の
し
か
た
な

ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

ま
た
、
四
月
か
ら
自
主
的
に
二

学
期
制
を
試
行
し
て
い
る
宮
内
小

学
校
、
南
中
学
校
、
東
北
中
学
校

の
三
校
の
取
り
組
み
も
、
委
員
会

で
の
議
論
に
生
か
し
ま
す
。

市
で
は
、
そ
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
て
十
月
末
を
め
ど
に
、
二
学

期
制
を
導
入
す
る
か
ど
う
か
を
決

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

二
学
期
制
に
つ
い
て
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

1
39
・
２
２
３
９
へ
ど
う
ぞ
。

一
方
、
週
五
日
制
に
よ
っ
て
授

業
時
間
が
減
少
し
、
学
力
低
下
の

不
安
や
先
生
が
子
ど
も
と
向
き
合

う
時
間
が
十
分
に
と
れ
な
い
と
い

っ
た
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
全
国

の
学
校
で
今
、
二
学
期
制
を
導
入

す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

2
学
期
制
の
ね
ら
い

二
学
期
制
と
は
一
般
的
に
、
十

月
中
旬
を
境
と
し
て
一
年
間
の
課

程
を
二
つ
の
学
期
に
分
け
る
も
の

で
す
（
図
１
）。

こ
の
ね
ら
い
は
、
一
つ
の
学
期

を
長
期
化
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た

ち
の
学
校
生
活
に
時
間
的
・
精
神

的
な
ゆ
と
り
を
生
み
出
し
、
そ
れ

を
学
習
活
動
や
学
校
行
事
な
ど
に

生
か
し
な
が
ら
特
色
あ
る
学
校
づ

平
成
十
四
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

た
学
校
の
完
全
週
五
日
制
の
も
と

で
、
各
学
校
は
地
域
や
家
庭
と
連

携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
自

ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
校
の

学
期
制
を
検
討
し
ま
す

「
ゆ
と
り
」
の
中
で
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

2学期制と長期休業の弾力的運用

図１　一般的な２学期制と３学期制の比較

長
岡
市
は
今
年
度
、
市
立
の
小
学
校
・
中
学
校
・
養
護
学
校
に
お

け
る
「
二
学
期
制
」
の
具
体
的
な
検
討
を
始
め
ま
す
。

新
た
に
発
足
さ
せ
た
「
二
学
期
制
検
討
委
員
会
」
で
、
そ
の
導
入

の
可
否
や
長
期
休
業
の
弾
力
的
な
運
用
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ

の
結
果
を
も
と
に
二
学
期
制
を
導
入
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
ま
す
。

２学期制で期待される効果

長期休業の弾力的運用

２学期制では、年間約２００日ある授業日を１学期と２
学期に分けます。また、学期の間（体育の日の前後）に
数日間の「秋休み」を設けます。

（ ）内はおおよその授業日数

2

8
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長岡のまちの歴史、文化、伝統とともに、その背景
にある先人の営みや思想に触れることのできる「長岡
歴史事典」がこのほど完成しました。
この事典の刊行は、「歴史と文化を活かしたまちづく
り」を進めるため、平成13年度から始めた「長岡を知
ろうキャンペーン」の一事業として取り組んだもので、
調査、執筆、編集作業に２年余りを費やしました。
事典では、長岡市とその近隣の歴史的事件、社会組
織、人物、地名、文化財、刊行物、寺社、史跡、石碑
などを多数の写真を交えながら幅広く紹介しています。
また、伝統的な民俗芸能や伝承、祭礼、行事、わら
べ歌なども収録しており、親しみの持てる内容となっ
ています。
これら収録内容を大・中・小の３つの項目に分け、
長岡の歴史にとって重要とみられるものを大項目とし
て29、それに準ずるものを中項目として約160、そして、
そのほか約２,０００の事柄を小項目として載せています。

この事典は、既刊の「ふるさと長岡のあゆみ」（昭和
61年８月発行）と「ふるさと長岡の人びと」（平成10年
３月発行）の姉妹編として、長岡の歴史や伝統に生き
続ける先人の生活、地域の知恵を掘り起こし、学び取
っていくための手がかりとなると思います。
「長岡歴史事典」
はＢ５判で４５６ペー
ジ。市では２,５００部
発行し、１冊３,０００
円（税込み）で５月
10日から、中央図書
館、文書資料室のほ
か、市内の書店で販
売します。
お問い合わせは、
中央図書館1３２・
０６５８へどうぞ。

これ一冊であなたも長岡通！長岡歴史事典ができました
ミ
ニ 

ニ
ュ
ー 

　
　
ス 

▲表紙は２代目片山翠谷（かたやま
すいこく）が描いた「木材を古志郡
蔵王河原へ曳出すの図」です。

ひきだ

第
3
回
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
を
開
催

来
年
３
月
末
ま
で
の
合
併
を
目
指
し
協
議
が
進
ん
で
い
ま
す

▲大勢の人が会議を傍聴しました（長岡グラン
ドホテル）。

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
業
務

や
、
そ
の
地
域
固
有
の
伝
統
や
文

化
に
関
わ
る
業
務
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
支
所
に
予
算
の
要
求
と
執
行

の
権
限
を
持
た
せ
る
②
地
域
振
興

に
関
す
る
提
案
な
ど
を
行
う
「
地

域
委
員
会
」
を
設
け
る
③
「
ふ
る

さ
と
創
生
基
金（
仮
称
）」
や
「
地

域
振
興
事
業
補
助
金（
仮
称
）」
を

創
設
す
る
こ
と
な
ど
を
柱
と
す
る

「
長
岡
方
式
」
の
仕
組
み
の
素
案

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
こ
れ
を
も
と
に
、

次
回
以
降
、
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。◇

　
　
　
　
　
◇

会
議
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
政

だ
よ
り
五
月
号
と
一
緒
に
配
布
し

た
協
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。次

回
は
、
五
月
七
日
f
午
後
四

時
か
ら
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
ま
す
。

十
人
）
は
六
十
八
人
に
削
減
し
、

編
入
さ
れ
る
町
村
の
委
員
の
任
期

は
、
今
の
長
岡
市
の
委
員
の
残
任

期
間
で
あ
る
来
年
七
月
ま
で
と
す

る
こ
と
で
合
意
。
ま
た
、
来
年
七

月
以
降
は
、
新
市
を
七
つ
の
選
挙

区
に
分
け
て
定
員
四
十
人
で
選
挙

す
る
こ
と
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

各
種
事
務
事
業
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助

成
対
象
を
、
六
市
町
村
の
中
で
現

在
、
最
も
高
い
水
準
に
あ
る
越
路

町
、
山
古
志
村
、
小
国
町
の
制
度

に
統
一
し
て
、
通
院
、
入
院
と
も

六
歳
児
（
就
学
前
）
ま
で
引
き
上

げ
る
こ
と
な
ど
、
百
五
十
四
事
業

の
調
整
方
針
案
が
新
た
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

長
岡
方
式
の
地
域
自
治
組
織
を

つ
く
り
ま
す

合
併
後
、
長
岡
市
以
外
の
五
町

村
そ
れ
ぞ
れ
に
置
く
「
地
域
自
治

組
織
」
に
つ
い
て
は
、
①
支
所
を

設
置
し
て
、
住
民
票
の
発
行
な
ど

農
業
委
員
会
の
委
員
の

身
分
が
合
意
さ
れ
ま
し
た

第
三
回
長
岡
地
域
合
併
協
議
会

が
四
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会

議
で
は
、
農
地
の
所
有
権
移

転
や
農
地
転
用
の
審
査
な
ど
を
行

う
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
と

任
期
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
六
つ
の
農
業
委
員

会
を
一
つ
に
統
合
す
る
ほ
か
、
委

員
の
う
ち
、
選
挙
で
選
ば
れ
る
委

員
（
現
在
、
六
市
町
村
合
計
で
九

よ
り
質
の
高
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
や
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施

設
な
ど
家
族
が
そ
ろ
っ
て
一
日
中

楽
し
め
る
ま
ち
に
対
す
る
極
め
て

高
い
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
買
い
物
や
娯
楽
の
た
め
新
潟

ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
現
実
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
で
す
。

千
秋
が
原
南
側
部
分
の
開
発
が
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
こ
う
し
た
願

い
を
実
現
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
開
発
と
な
る
よ

う
、
要
請
し
た
も
の
で
す
（
要
請

内
容
は
下
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

今
回
の
要
請
に
対
し
て
企
業
側

か
ら
受
諾
を
得
た
後
、
長
岡
市
と

し
て
土
地
利
用
計
画
の
変
更
協
議

に
同
意
し
ま
す
。

開
発
に
あ
た
っ
て
の

具
体
的
な
事
項
を
要
請

長
岡
市
が
国
に
事
前
協
議
を
し

て
き
た
千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土

地
利
用
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、

三
月
下
旬
に
国
土
交
通
省
か
ら「
支

障
が
な
い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
は
、
土

地
所
有
企
業
お
よ
び
当
該
地
区
へ

の
進
出
予
定
企
業
に
対
し
て
、
開

発
に
関
す
る
具
体
的
な
事
項
を
文

書
で
要
請
し
ま
し
た
。
進
出
予
定

企
業
と
は
、
ユ
ニ
ー
1
（
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
と
東
映
1（
シ

ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ

る
複
合
型
映
画
館
）
の
二
社
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
間
に
は
、

新
潟
ま
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に

出
か
け
な
く
て
も
済
む
ま
ち
づ
く
り
を

千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土
地
所
有
企
業
と
進
出
企
業
に
要
請

千秋が原南側部分の開発及び事業実施に関する要請（概要）
■具体的な土地利用及び事業実施について
（1）豊かさや潤いを感じられる空間
・ショッピングセンターについては、長岡赤十字病院への騒音及びグレア（ま
ぶしさ）を考慮した施設の配置を行い、病院側の道路沿いには緩衝帯とな
る植栽を行う。
・長岡市緑の基本計画に基づき、各施設敷地内には植栽等による十分な緑化
エリアを設ける。
・ショッピングセンター内には、冬期間においても子どもたちが自由に遊べ
るスペースを設置する。
・ショッピングセンター内には文化施設を設置する。
（2）信濃川や北側部分など周辺との調和
・長岡市都市景観条例の趣旨を踏まえ、建築物等のデザインや高さなど、景
観に対して十分な配慮を行う。
・ショッピングセンター及びアミューズメント施設については、隣接する千
秋が原北側部分の雰囲気と調和した、品格のあるグレードの高い仕様とする。

（3）人々が集い楽しめる交流の場
・世代や性別を超え、家族そろって一日中過ごすことのできる施設群とする。
・ショッピングセンターは、豊かな空間を取り入れたショッピングモールを
中心とする。
・ショッピングセンターで扱う商品は、ブランド品やアウトレット商品など
魅力あるものを主体とする。
・ショッピングセンターは、障害者や高齢者が安全かつ快適に買物ができる
高度な配慮を行う。

（4）ユニバーサルデザインへの対応
・地区内の道路及び施設については、バリアフリー化を徹底する。
・福祉の自動車練習パークについては、障害者福祉を実践する本格的な教習
所とする。
・温泉テーマパークについては、医療的な側面を重視したものとする。
（5）地元商店への配慮
・ショッピングセンターには、地元の商店等がテナントとして優先的に出店
できるスペースを確保する。
■長岡市との協議について
今回の土地利用計画に基づく開発及び施設整備等を実施する場合には、あ
らかじめ市と協議を行い、調整を図っていただきたい。

長
岡
市
は
、
千
秋
が
原
南
側
部
分
の
開
発
に
あ
た
り
、
土
地
所
有
企
業
（
室
町
産
業
1

と
長
鐡
工
業
1
）
お
よ
び
当
該
地
区
へ
の
進
出
予
定
企
業
（
ユ
ニ
ー
1
と
東
映
1
）
に
対

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
次
の
要
請
を
し

ま
し
た
。

長岡駅 

大手大橋 

長岡駅 

大手大橋 

▲赤線で囲った場所が千秋が原南側部分です。※要請内容は概要です。全文は市のホームページでご覧になれます。
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な
ど
日
常
の
生
活
も
便
利
と
大
変

好
評
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住
宅

課
1
39
・
２
２
２
９
へ
。

②
在
宅
支
援
型
住
宅

さ
ら
に
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
高

齢
者
向
け
住
宅
と
し
て
、
在
宅
支

援
型
住
宅
の
整
備
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

在
宅
支
援
型
住
宅
は
、
在
宅
で

介
護
が
で
き
る
よ
う
、
段
差
を
な

く
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置
す
る

な
ど
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
の

ア
パ
ー
ト
で
す
。
す
ぐ
近
く
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
備
え
、

い
つ
で
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
を
併
せ
持
つ
と
こ

ろ
が
特
徴
で
す
。

現
在
、
市
内
に
は
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ハ
イ
ツ
永
田
」（
永
田
二
）
と
、

「
ゆ
ー
こ
ー
ぽ
鈴
」（
前
田
三
）
の

二
つ
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
総
務

課
1
39
・
２
２
１
７
へ
ど
う
ぞ
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

だ
れ
も
が
歩
き
や
す
い
歩
道
を

長
岡
市
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構
想
に
基
づ
き
、
市
が
管
理
す

る
長
岡
駅
周
辺
の
歩
道
な
ど
に
つ

い
て
、
整
備
計
画
を
定
め
、
平
成

二
十
二
年
を
目
途
に
計
画
的
に
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
１
階

市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
や
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
道
路
管
理

課
1
39
・
２
２
３
２
へ
。

地
下
水
を
有
効
活
用

冬
の
積
雪
期
で
も
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に
通
勤
・

通
学
や
施
設
の
利
用
が
で
き
る
よ

う
、
市
は
、
地
下
水
保
全
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
地

下
水
の
節
水
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

で
、
地
下
水
の
保
全
に
努
め
、
節

水
し
た
地
下
水
の
一
部
を
有
効
活

用
し
て
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
新

し
い
消
雪
パ
イ
プ
を
敷
設
し
て
い

き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
政
策

課
1
24
・
０
５
２
８
へ
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
総
務

課
1
39
・
２
２
１
７
ま
た
は
福
祉

相
談
課
1
39
・
２
２
１
８
へ
。

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
自
宅
で

暮
ら
す
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

い
く
つ
に
な
っ
て
も
施
設
で
な

く
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
み

な
さ
ん
の
た
め
に
、
中
心
市
街
地

に
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
ウ

ェ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
朝
日
（
旧
ケ
ア

マ
ン
シ
ョ
ン
朝
日
・
本
町
一
）
を

整
備
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
朝
日
は
、

玄
関
か
ら
ト
イ
レ
ま
で
す
べ
て
の

床
の
段
差
を
取
り
除
き
、
さ
ら
に
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
は
手
す
り
が
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
に
優

し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。

入
居
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、

中
心
市
街
地
は
、
ど
こ
か
に
出
か

け
る
に
も
交
通
の
便
が
よ
い
上
、

歩
い
て
買
い
物
や
通
院
が
で
き
る

す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り

な
ど
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
人

が
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

長
岡
市
は
、
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
仲
間
と
し
て
共
に
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
る「
す

こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り
」
は
、

市
民
の
福
祉
と
健
康
の
祭
典
で
す
。

福
祉
や
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
グ
ル
ー
プ
が
活
動
紹
介
や
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
開
催
の
「
ふ
れ
愛
コ

ン
サ
ー
ト
」
は
、
障
害
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
参
加
者
全
員
が
歌
と

踊
り
を
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。こ

の
ほ
か
市
で
は
、
今
年
か
ら

新
た
に
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
「
ふ
れ
愛
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
」

や
、
ふ
れ
愛
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
随
時
開
催
し
ま

す
。今

年
の
す
こ
や
か
・
と
も
し
び

ま
つ
り
は
、
十
月
九
日
g
、
十
日

a
の
両
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す

（
十
日
a
は
、
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー

ト
も
開
催
）。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長
岡
の
ま
ち
に

▲福祉マップ編集委員のみなさんは、実際に町を歩いて確認しながら、「バリアフリーであ
いマップ」に掲載するお店の抽出や現地調査を行いました。

▲笠原千代乃さん（写真左）は、在宅支援型住宅に住みながら、隣りのデイサー
ビスセンターを週３回利用しています（右はデイサービスセンター職員の田中さ
ん）。

▲ウェルマンション朝日

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
い
マ
ッ
プ

を
作
成

「
あ
の
お
店
で
食
事
を
し
た
い

ん
だ
け
ど
、
入
り
口
が
狭
か
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
な
ぁ
」
と
か「
洋

服
選
び
に
出
か
け
て
み
た
い
ん
だ

け
ど
、
あ
そ
こ
の
店
の
入
口
っ
て

段
差
が
な
か
っ
た
か
な
ぁ
」
と
い

っ
た
車
い
す
利
用
者
の
声
を
聞
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
は
、
車
い
す
を
利
用
し
て
い

る
人
に
も
っ
と
町
の
中
に
出
か
け

て
も
ら
お
う
と
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
あ
い
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し

た
。今

回
作
成
し
た
マ
ッ
プ
は
、
長

岡
駅
周
辺
、
市
役
所
・
宮
内
周
辺
、

川
崎
周
辺
、
古
正
寺
周
辺
の
四
種

類
。
各
地
域
の
公
共
施
設
や
飲
食

店
、
衣
料
品
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

お
店
の
入
り
口
の
幅
や
段
差
、
ス

ロ
ー
プ
の
有
無
、
車
い
す
用
ト
イ

レ
の
設
置
状
況
な
ど
の
情
報
を
ま

と
め
た
携
帯
用
の
地
図
で
す
。

公
募
で
選
ば
れ
た
「
福
祉
マ
ッ

プ
編
集
委
員
会
」
の
委
員
の
み
な

さ
ん
が
、
掲
載
す
る
建
物
や
施
設

の
選
択
か
ら
折
り
た
た
ん
だ
時
の

大
き
さ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
検
討
を
重
ね
な
が
ら
作
り
上

げ
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
は
市
役
所
１
階
市
民
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
、
福
祉
相
談
課
、
福

祉
総
合
相
談
室
、
２
階
福
祉
総
務

課
の
ほ
か
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン

タ
ー
、
各
図
書
館
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
総
務

課
1
39
・
２
２
１
７
へ
ど
う
ぞ
。

長
岡
市
は
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
に
優

し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
障
壁
の
な
い
）
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

現
在
、
長
岡
市
が
進
め
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

障害のある人が社会生活をしていく上で障
壁（バリア）となるものを除去することです。
一般的には次の４つのバリア（障壁）がある
といわれています。
１．物理的なバリア（障壁）
知られているのは、段差があって車いすが
通れないこと。調味料の容器が同じで視覚
ではその中身を区別できないことなども。
２．制度的なバリア（障壁）
障害の有無によって「○○お断り」などの
ように社会参加が制限されること。
３．情報・文化面でのバリア（障壁）
イベントで手話や筆記などの通訳がなく、
情報を入手するチャンスが平等でないこと。
４．意識上のバリア（障壁）
認識不足のため、点字ブロックの上に物を
置きっぱなしにしてしまうこと。差別心や
無理解など。

語句の説明
◆バリアフリーとは◆

▲古正寺周辺を紹介したマップ

・
・
・

・
・
・

①
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
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市政ニュース NAGAOKA

●図書館インターネット検索システムを導入
インターネットを利用して、ご家庭からも図書
の検索や予約ができるシステムを昨年８月に導入
しました。このシステムを使った平成15年度の予
約件数は９，７６５件でした。

●市民課の窓口業務時間を延長
住民異動が多く、窓
口が混雑する時期に、
市民課窓口の業務時間
を延長しました。今春
は３月29日から４月２
日まで実施し、午後５
時以降の窓口利用件数
は２３８件でした。

●各種手続きを簡素化
簡易な申請や届け出
は、郵送やファクスで
も手続きができるよう
見直しを進めました。
現在、６００種類を超え
る申請や届け出が郵送
やファクスでできます。

●既存施設を活用して児童館を開設
既存の学校施設等を活用することにより、経費
を最小限に抑えながら、これまで児童館がなかっ
た地区に児童館を整備しました。

●運動施設の利用期間を見直し
陸上競技場などの冬期間の閉鎖期間を見直し、
降雪状況に応じて柔軟に利用できるようにしまし
た。

●職員人件費の節減
事務事業の見直しや業務の委託化などをさらに
進め、平成15年度当初の職員数から31人削減しま
した。

●未利用市有地の売却で収入を確保
未利用の市有地を19区画売却し、約２億３千万
円の収入を確保しました。

政
を
支
え
る
収
入
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
も
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
も
引
き

続
き
、
行
財
政
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

計
画
の
取
り
組
み
状
況
は
、
市

役
所
一
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
や

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行

政
管
理
課
1
39
・
２
２
０
８
へ
ど

う
ぞ
。

同
様
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

の
削
減
を
中
心
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
十
五
年
度

末
現
在
で
、
七
十
八
項
目
（
全
体

の
六
十
五
％
）
に
つ
い
て
改
善
が

進
み
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
の
主
な
取
り
組

み
内
容
は
左
欄
の
と
お
り
で
す
。

引
き
続
き
改
善
に
努
め
ま
す

長
引
く
景
気
の
低
迷
か
ら
、
市

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
、
市
の
財

市
は
、
平
成
十
四
年
度
に
「
市

民
が
主
役
の
行
政
運
営
」
と
「
行

政
の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
」
を
基

本
と
す
る
「
第
二
次
長
岡
市
行
財

政
改
善
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
平
成
十
四
年

度
か
ら
十
七
年
度
ま
で
に
、
市
が

取
り
組
む
べ
き
行
財
政
改
善
の
具

体
的
な
内
容
と
し
て
百
二
十
項
目

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
も
、
前
年
度
と

進
め
て
い
ま
す
！
行
財
政
改
善

計
画
全
体
の
65
％
の
改
善
を
実
施
し
ま
し
た

花
と
緑
の
愛
護
に
著
し
い
功
績
の

あ
っ
た
団
体
を
表
彰
す
る
第
15
回

「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
、
恵
和
保
育
園
が
受

賞
し
ま
し
た
。

恵
和
保
育
園
で
は
、「
花
い
っ
ぱ
い

の
恵
和
の
わ
（
こ
ど
も
の
わ
、
保
護

者
の
わ
、
地
域
の
わ
）」
を
合
言
葉
に
、

園
内
の
庭
の
花
植
え
や
水
や
り
だ
け

で
な
く
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
、
隣
接

す
る
公
園
や
悠
久
山
公
園
な
ど
で
の

草
取
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
環
境
美

化
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
こ
れ
ら
の

活
動
が
地
域
の
緑
化
と
緑
地
の
保
全

の
う
え
で
、
模
範
に
な
る
も
の
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

園
長
の
三
条
公
子
さ
ん
は
、「
幼
児

期
の
思
い
出
が
豊
か
に
な
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
き
た
い
ろ
い
ろ
な
野
外

保
育
活
動
が
評
価
さ
れ
、
う
れ
し
い

で
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
す
。

恵
和
保
育
園
が
第
１５
回「
み

ど
り
の
愛
護
」功
労
者
国
土

交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

▲隣接する公園で、花に水や
りをする園児たち（４月９日）

▲窓口が混雑する時期は、記
載台を増設し、フロアマネー
ジャーが市民のみなさんをご
案内しました（市役所１階市
民課前）。

▲今年度から「子育て支援井戸端会議」を開催します。これは、昨年度の「離
乳食母と子のつどい」（写真）に参加したお母さんの「このつどいは、同じ悩
みや不安を持つ仲間の情報交換の場でもあるのよねぇ。ご近所や町内でもこ
ういう場があればいいんだけど…」という声に応えて実施するものです。

平成15年度の主な取り組み内容

120項目 

実施済 
　39項目 
　（32.5％） 

　　検討中 
　34項目 
（28％） 

着手8項目（7％） 
一部実施 

39項目（32.5％） 

行財政改善推進計画の取り組み状況
（平成15年度末現在）

ミ
ニ 

ニ
ュ
ー 

　
　
ス 

関原コミュニティセンターの健康づくり推進委員会で
は、この春から、健康づくりの第一歩は日々のあいさつ
からと、地区全体であいさつ運動に取り組んでいます。
家庭、学校、地域であいさつを交わすことで、朝起き
てから夜寝るまで、一日中お腹の底から大きな声を出す
ことを心がけるようになり、体と心の健康増進にも効果
があると好評です。
地区全体でこの運動を実施するにあたっては、町内会、

婦人会、子供会だけでなく、関原小
学校や関原中学校とも連携しながら、
およそ３カ月をかけて準備しました。
そのかいがあって、最近は、これ
まであいさつの少なかった小・中学
生と地区の保護者やお年寄りの間か
ら「おはよう」「こんにちは」の声が
聞かれるようになりつつあり、今後
の運動に期待が集まっています。

な
情
報
や
場
所
等
の
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
関
係
機
関
や
団
体
と

の
連
携
を
進
め
る
な
ど
、
各
種
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
多
様
な

事
業
を
全
地
域
で
展
開

市
と
関
係
機
関
・
団
体
で
は
、

行
動
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
基
本
健
康
診
査
や
各

種
検
診
、
相
談
事
業
に
加
え
、
新

た
に
次
の
事
業
を
実
施
し
、
み
な

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

「
地
区
健
康
づ
く
り
会
議
（
旧

健
康
づ
く
り
井
戸
端
会
議
）」
は
、

参
加
者
に
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
中
で
、
自
ら
の
健

康
に
つ
い
て
も
見
直
し
て
も
ら
う

た
め
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
中
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
と
、
「
子
育
て
支
援

井
戸
端
会
議
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
全
三
十
一

カ
所
）
が
会
場
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
た
め
の

「
新
ハ
ッ
ピ
ー
体
操
」
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
転こ

ろ

ば
ん
隊
」
と
共
に
普

及
し
た
り
、
働
き
盛
り
の
年
代
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
し
た
糖
尿
病

予
防
教
室
を
各
地
区
で
開
催
し
た

り
と
、
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
ご
自
分
の
で

き
る
こ
と
か
ら
、
健
康
づ
く
り
を

始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
計
画
の
概
要
を
ま
と
め

た
冊
子
を
今
月
の
市
政
だ
よ
り
と

一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
。「
か
ら
だ
」

「
た
ば
こ
」「
運
動
」「
食
生
活
」「
こ

こ
ろ
・
ス
ト
レ
ス
」「
環
境
」「
地
域
」

な
ど
、
み
な
さ
ん
の
関
心
の
高
い

七
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
漫
画

入
り
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
課
1

32
・
５
０
０
０
へ
ど
う
ぞ
。

こ
の
行
動
計
画
は
、
初
め
に「
市

民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
計

画
を
進
め
る
主
体
で
す
」
と
う
た

っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す

健
康
づ
く
り
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
っ

て
、
自
ら
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

普
段
か
ら
健
康
に
関
す
る
取
り
組

み
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
友

だ
ち
と
一
緒
に
、
そ
し
て
さ
ら
に

は
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と

で
、
よ
り
大
き
な
効
果
が
生
ま
れ

ま
す
。

市
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
適
切

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
市
民
が
、
家
庭
や
地
域

で
、
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
、
そ
し
て
健
康
で
暮
ら

す
こ
と
を
目
指
す
「
な
が
お
か
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン
21
」。
市
は
、
平
成

十
四
年
度
の
基
本
計
画
策
定
に
続
き
、
十
五
年
度
に
は
、
市
民
や
関

係
団
体
と
一
緒
に
、
具
体
的
な
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
今
年
度
か
ら
、
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン
で
健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う

食
生
活
や
運
動
な
ど
７
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
冊
子
も
配
布

地域に広がる健康づくりの取り組みを紹介

関原地区の「あいさつ運動」

▲地域と小・中学校があいさつ
をテーマに共同で取り組んだ地
域連携フォーラムで



時
　
会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
　
講

師
＝
長
岡
た
の
し
い
授
業
サ
ー
ク
ル

の
メ
ン
バ
ー
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下

３
０
０
円
）

□問
五
十
嵐
さ
ん
1
・

FAX
63
・
４
２
６
６
（
電
話
は
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
30
分
）

■
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
会

仕
事
や
家
事
や
育
児
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
り
、
講
演
を
聞
い
た
り
し

ま
す
（
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
）。

日
時
＝
５
月
14
日
f
・
28
日
f
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
川

崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
参
加

料
＝
１
回
１
０
０
円
　
持
ち
物
＝
弁

当
　
□問
小
池
さ
ん
1
０
９
０
・
２
７

５
４
・
０
７
４
０

■
県
立
近
代
美
術
館
美
術
鑑
賞
講
座

「
黒
田
清
輝
の
女
性
像
を
め
ぐ
っ

て
」（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ

日
時
＝
５
月
15
日
g
午
後
２
時
か
ら

講
師
＝
同
館
主
任
学
芸
員
・
澤
田
佳

三
さ
ん
　
会
場
・
□問
県
立
近
代
美
術

館
1
28
・
４
１
１
１

■
お
や
こ
サ
ー
ク
ル
大
集
合（
無
料
）

期
日
＝
①
川
東
地
区
…
５
月
17
日
b

②
川
西
地
区
…
５
月
22
日
g

時
間

＝
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
　
会
場
＝

①
健
康
セ
ン
タ
ー
②
大
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
□申
直
接
会
場
へ

□問
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
三
尺
玉
ネ
ッ

ト
1
０
９
０
・
９
４
２
８
・
５
８
６
９

■
生
活
講
習
会

日
時
＝
５
月
20
日
e
、
６
月
３
日
e

・
17
日
e
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

会
場
＝
長
岡
友
の
会
（
稲
葉
町
。
託

児
あ
り
１
回
１
０
０
円
、
子
ど
も
の

弁
当
持
参
で
）

参
加
料
＝
１
回
１
、

２
０
０
円
（
材
料
費
別
）

□問
太
田

さ
ん
1
28
・
０
１
３
８

公
園
緑
地
課

1
39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

●
花
の
広
場
で

花
植
え
を
し
ま
せ
ん
か

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
８
日
g
・
６
月
５

日
g
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

分
　
会
場
＝
千
秋
が
原
ふ
る
さ

と
の
森
花
の
広
場
　
持
ち
物
＝

移
植
ご
て

問
い
合
わ
せ
（
当

日
）
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
1
29
・
５

７
５
７

●
花
と
緑
の
教
室

①
庭
木
に
関
す
る
基
礎
知
識

土
や
肥
料
、
病
害
虫
に
つ
い

て
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
22
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

■
長
岡
甚
句
講
習
会
・
予
選
会

９
月
26
日
a
に
決
勝
大
会
（
市
立

劇
場
）
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
・
会
場
＝
講
習
会
…
５
月
９
日

a
（
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
）、
予
選
会
…

５
月
23
日
a
（
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）

□問
長
岡
市
民
謡
連
盟
事
務
局
・
酒
井

さ
ん
1
34
・
４
６
３
５

■
消
費
者
協
会
長
岡
支
部
（
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
内
）
1
32
・
０
０
２

２
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
消
費
者
の
月
特
別
行
事
（
消
費
啓

発
の
展
示
、
地
場
産
物
即
売
と
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
）

日
時
＝
５
月
12
日
d
午
後
０
時
30
分

〜
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第
１
小

ホ
ー
ル
　

②
中
古
衣
料
品
即
売
会

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
衣
料
品
（
下

着
類
除
く
）
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

提
供
受
付
＝
６
月
10
日
e
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
・
11
日
f
午
前
10
時
〜

正
午
　
販
売
＝
６
月
12
日
g
・
13
日

a
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
会
場
＝

厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

■
長
岡
郷
土
史
講
演
会
（
無
料
）

「
上
条
城
と
上
杉
定
正
」

日
時
＝
５
月
15
日
g
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第
１
小
ホ

ー
ル
　
講
師
＝
上
条
城
研
究
家
・
茨

木
武
夫
さ
ん
　
□問
長
岡
郷
土
史
研
究

会
事
務
局
1
36
・
７
８
３
２

■
わ
く
わ
く
科
学
教
室
「
イ
カ
の
科

学
（
生
活
と
体
の
し
く
み
）」

小
学
校
高
学
年
以
上
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
５
月
15
日
g
午
後
２
時
〜
５

前
　
講
師
＝
6
長
岡
市
公
園
緑

地
協
会
会
員
　
定
員
＝
50
人（
先

着
）

参
加
料
＝
無
料
　
持
ち

物
＝
軍
手
　
申
し
込
み
＝
５
月

18
日
c
ま
で

②
コ
ケ
玉
づ
く
り
の
楽
し
み
方

日
時
＝
５
月
23
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
緑
の
広
場

講
師
＝
小
林
正
夫
緑
花
推
進
指

導
員
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
持
ち

物
＝
事
務
用
は
さ
み
、
ピ
ン
セ

ッ
ト
　
申
し
込
み
＝
５
月
18
日

c
ま
で

③
庭
木
の
せ
ん
定

日
時
＝
６
月
５
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

前
　
講
師
＝
6
長
岡
市
公
園
緑

地
協
会
会
員
　
定
員
＝
70
人（
先

着
）

参
加
料
＝
無
料
　
持
ち

物
＝
軍
手
、
せ
ん
定
は
さ
み

申
し
込
み
＝
５
月
６
日
e
〜
28

日
f

④
さ
し
木
と
取
り
木
の
仕
方

日
時
＝
６
月
12
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
北
地
域

図
書
館
東
側
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

講
師
＝
小
林
正
夫
緑
花
推
進
指

導
員
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
持
ち

物
＝
イ
チ
ゴ
空
パ
ッ
ク
、
た
ま

ご
空
パ
ッ
ク
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ

フ
　
申
し
込
み
＝
５
月
12
日
d

〜
６
月
４
日
f

⑤
コ
ケ
玉
づ
く
り
の
楽
し
み
方

日
時
＝
７
月
３
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
北
地
域

図
書
館
東
側
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

講
師
＝
小
林
正
夫
緑
花
推
進
指

導
員
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
持
ち

物
＝
事
務
用
は
さ
み
、
ピ
ン
セ

ッ
ト
　
申
し
込
み
＝
６
月
３
日

e
〜
25
日
f

中
央
図
書
館
1
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.jp

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
５
月
12
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
内
容
＝
片
山
健

作
「
タ
ン
ゲ
く
ん
」

会
場
＝

中
央
図
書
館
講
座
室
１
　
参
加

料
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
直
接
、

会
場
で

●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
５
月
28
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
池
澤
夏

樹
著
「
ス
テ
ィ
ル
・
ラ
イ
フ
」

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
互
尊
文

庫
1
35
・
７
９
８
１
　
参
加
料

＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
直
接
、

会
場
で

文
書
資
料
室
1
36
・
7
8
3
2

●
長
岡
市
史
双
書
を
読
む
会

日
時
＝
５
月
18
日
c
、
６
月
１

日
c
・
15
日
c
、
７
月
６
日
c

・
20
日
c
、
８
月
10
日
c
・
24

日
c
、
９
月
７
日
c
・
21
日
c
、

10
月
５
日
c
の
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文

庫
　
持
ち
物
＝
長
岡
市
史
双
書

№
36
「
三
島
億
二
郎
日
記
（2）
」

参
加
料
＝
無
料
　
定
員
＝
40
人

（
先
着
）

申
し
込
み
＝
５
月

７
日
f
〜
14
日
f

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

1
36
・
7
2
0
0

●
趣
味
創
作
教
室
参
加
者
募
集

【
焼
物
教
室
（
陶
芸
）】

日
時
＝
６
月
〜
11
月
の
①
第
１

・
第
３
水
曜
日
②
第
２
・
第
４

水
曜
日
③
第
２
・
第
４
金
曜
日

（
８
月
は
休
み
、
計
10
回
）
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
　
参
加
料

＝
４
、０
０
０
円
　
定
員
＝
10
人

（
先
着
）

【
実
用
書
道
】

日
時
＝
６
月
〜
10
月
の
水
曜
日

（
８
月
は
休
み
、
計
12
回
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
　
参
加
料

＝
２
、０
０
０
円
　
定
員
＝
20
人

（
先
着
）◇

　
　
　
　
◇

申
し
込
み
＝
５
月
11
日
c
〜
15

日
g
に
電
話
ま
た
は
直
接
サ
ン

ラ
イ
フ
長
岡
へ

教
育
セ
ン
タ
ー1

32
・
3
7
1
6

●
16
mm
映
写
機
操
作
講
習
会

日
時
＝
６
月
１
日
c
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
教
育
セ

ン
タ
ー
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
５
月
24
日
b
〜
28

日
f
に
教
育
セ
ン
タ
ー
内
・
長

岡
地
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

協
議
会
1
32
・
３
７
１
６
へ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

長岡市ホームページアドレス

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 
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【
メ
ー
ン
会
場
】

千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森

各
コ
ー
ナ
ー
へ
の
参
加
申
し

込
み
は
、
当
日
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
受
け
付
け
ま
す
（
先
着
）。

参
加
料
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

無
料
で
す
。

【
22
日
g
】

●
市
民
の
花
の

プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り

市
制
98
周
年
に
合
わ
せ
、
98

個
の
タ
イ
ヤ
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作

り
ま
す
。

会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
ー
ル

南
端

●
開
場
式

会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
ー
ル

【
22
日
g
・
23
日
a
】

●
花
と
緑
の
教
室

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

内
容
や
会
場
な
ど
、
詳
し
く
は
、

上
記
の
公
園
緑
地
課
か
ら
の
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
花
い
っ
ぱ
い

活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

会
場
＝
ス
カ
イ
ウ
ェ
ー

●
花
い
っ
ぱ
い
運
動

2
0
0
4
交
流
会

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
２
階
Ａ
・

Ｂ
会
議
室

●
市
民
バ
ザ
ー
ル

花
苗
や
園
芸
用
品
な
ど
の
交

換
・
即
売
会
で
す
。

会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
前
噴
水
脇

●
花
と
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

会
場
＝
事
務
局
テ
ン
ト
脇

●
庭
づ
く
り
提
案
コ
ー
ナ
ー

会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
ー
ル

●
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

小
さ
な
カ
ゴ
に
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
飾
り
ま
す
。

会
場
＝
緑
の
広
場
　
定
員
＝
各

回
30
人
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

●
お
も
し
ろ
い

ひ
ょ
う
た
ん
づ
く
り

ひ
ょ
う
た
ん
に
千
代
紙
を
は

っ
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
し
ま

す
。

会
場
＝
緑
の
広
場
　
定
員
＝
各

回
20
人
　
参
加
料
＝
２
０
０
円

●
手
づ
く
り
木
製
グ
ッ
ズ
・

土
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

会
場
＝
緑
の
広
場
　
参
加
料
＝

プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
７
０
０
円
、

土
づ
く
り
と
花
苗
３
０
０
円

●
花
の
写
真
教
室

花
の
広
場
の
花
々
を
テ
ー
マ

に
撮
影
技
術
を
学
び
ま
す
。

会
場
＝
花
の
広
場

●
花
の
名
前
当
て
ク
イ
ズ

受
付
＝
事
務
局
テ
ン
ト

●
花
の
音
楽
会

会
場
＝
野
外
音
楽
堂

●
花
か
お
る
茶
会

期
日
と
内
容
＝
①
22
日
g
…
ハ

ー
ブ
テ
ィ
ー
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど

会
場
＝
緑
の
広
場
　
参
加
料
＝

２
０
０
円
②
23
日
a
…
長
岡
技

術
科
学
大
学
茶
道
部
に
よ
る
野

点
　
会
場
＝
せ
せ
ら
ぎ
周
辺

参
加
料
＝
３
５
０
円

●
花
の
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
・

紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー

会
場
＝
緑
の
広
場

●
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト

会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

●
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン

会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

【
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
】

大
積
小
学
校
と

そ
の
周
辺
23
日
a

地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
花
を
育
て
る
活
動
を
体
験

発
表
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
（
当
日
、
地
域
で
育
て

た
白
つ
つ
じ
と
花
苗
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り
）。

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
2
0
0
4

〜
咲
か
そ
う
花
を
育
て
よ
う
緑
を
〜

5
月
22
日
g
・
23
日
a

▲昨年のフェアで

ボランティアで読み聞かせをやってみたい人、
いっしょにはじめませんか？ブックスタートや読
み聞かせについて基礎から学びます。
講座修了後、図書館が実施するおはなし会やブ

ックスタートにおはなしボランティアとして参加
していただく機会があります。

時間＝午後２時～４時　会場＝中央図書館講堂
受講料＝無料　対象＝未経験者（６回連続で受講
できる人） 定員＝１９０人（多数の場合抽選）
申し込み＝５月23日aまでに各図書館または電話
で中央図書館へ（一時保育をご希望の人は申し込
み時にお申し出ください）
問い合わせ＝中央図書館1３２・０６５８

読み聞かせボランティア養成講座

日 時 テ　ー　マ 講　　師 

6/ 3 
e

赤ちゃんから絵本①ブック
スタートって、なあに？ 

ＮＰＯブックス
タート理事・佐
藤いづみさん 

回 

1

10 
e

赤ちゃんから絵本②絵本が
結ぶ家族のきずな すずらん文庫主

宰・日本図書館
協会評議員・渡
辺順子さん 

2

17 
e

赤ちゃんから絵本③ 絵本の
もつ力　選び方・楽しみ方 

3

24 
e

読み聞かせとおはなし会①
読み聞かせとは？ 

JP I C読書アド
バイザー・安富
ゆかりさん 

4

7/1 
e

8 
e

読み聞かせとおはなし会②
おはなし会をするには 

乳幼児サービスとわらべう
た　わらべうたとは何か・
図書館の現場で 

JP I C読書アド
バイザー・佐藤
あけみさん 
センス・オブ・
ワンダー主宰・
中山佳奈恵さん 

5

6

エ
コ
・
ブ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア

図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た

本
を
有
効
活
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
無
料
で
お
譲
り
し
ま

す
。駐

車
場
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
16
日
a
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
　
会
場

＝
美
術
セ
ン
タ
ー
（
中
央
図

書
館
２
階
）

内
容
＝
一
般

書
、
児
童
書
の
小
説
、
実
用

書
、
雑
誌
、
絵
本
　
冊
数
＝

１
人
20
冊
ま
で
（
袋
は
各
自

で
用
意
）

問

い
合
わ
せ
＝
中

央
図
書
館
1
32

・
０
６
５
８

12

問
い
合
わ
せ
＝
花
い
っ
ぱ
い
フ

ェ
ア
開
催
協
議
会
事
務
局
（
公

園
緑
地
課
内
）1
39
・
２
２
３
０

12



ん
　
入
場
料
＝
無
料
　
□問
長
岡
良
寛

の
会
・
池
田
さ
ん
1
27
・
２
２
１
６

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
研
修
会

日
時
＝
５
月
23
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
１
時
　
会
場
＝
東
部
保
育
園
（
四

郎
丸
３
）

講
師
＝
国
立
音
楽
大
学

講
師
・
馬
淵
明
彦
さ
ん
　
対
象
＝
高

校
生
以
上
　
参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

□問
権
藤
さ
ん
1
０
９
０
・
７
７
３
４

・
５
９
５
６

■
ハ
ン
セ
ン
病
パ
ネ
ル
展
と

証
言
を
聞
く
会

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
22
日
g
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
願
興
寺（
関
原
町
１
）本
堂

講
師
＝
東
日
本
退
所
者
の
会
代
表
・

柴
田
良
平
さ
ん
ほ
か
　
参
加
料
＝
カ

ン
パ
制
　
□問
願
興
寺
1
46
・
２
３
１
６

■
杉
こ
だ
ち
コ
ン
サ
ー
ト

ご
す
ぺ
る
な
い
と
in
が
ん
こ
う
じ

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
23
日
a
午
後
７
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
願
興
寺
境
内
（
雨
天

の
場
合
本
堂
）

入
場
料
＝
カ
ン
パ

制
　
□問
願
興
寺
1
46
・
２
３
１
６

■
講
演
会
（
無
料
）

「
皆
の
夢
ふ
く
ら
む
学
校
づ
く
り
」

日
時
＝
５
月
25
日
c
午
後
２
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
　
講
師
＝
東
洋
大
学
教
授
・
長

澤
悟
さ
ん
　
□問
５
月
20
日
e
ま
で
に

長
岡
市
建
築
設
計
協
同
組
合
1
32
・

８
９
９
２
へ

■
文
化
講
演
会
（
無
料
）

「
河
井
継
之
助
と
米
百
俵
の
心
」

日
時
＝
５
月
28
日
f
午
後
５
時
20
分

〜
６
時
10
分
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
講
師
＝
中
央
図

書
館
長
・
稲
川
明
雄
さ
ん
　
□問
長
岡

技
術
科
学
大
学
環
境
生
物
化
学
研
究

室
1
47
・
９
６
３
５

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
1
3
0
5

●
子
ど
も
の
日
無
料
開
放

大
人
は
有
料
で
す
。

期
日
＝
５
月
５
日
-

温
水
プ

ー
ル
＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
一
人
２
時
間
以
内
）

プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
＝
午
前
11
時
、
午

後
１
時
30
分
、
３
時
20
分
…
番

組
「
春
の
星
座
と
巨
男
の
星
」

（
45
分
）

●
子
ど
も
映
画
劇
場
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
５
日
-
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10
分
　
内
容
＝
動

画
パ
レ
ー
ド
「
ね
ず
み
の
お
嫁

入
り
　
つ
ぶ
つ
ぶ
法
師
　
り
こ

う
な
山
羊
」
、
ま
ん
が
世
界
名

作
童
話
「
シ
ン
デ
レ
ラ
姫
　
赤

ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」

●
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨
天
、

曇
天
の
場
合
は
中
止
）。

日
時
＝
５
月
７
日
f
・
14
日
f
、

６
月
４
日
f
・
11
日
f
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
青
少

年
文
化
セ
ン
タ
ー

●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

日
時
＝
５
月
16
日
a
・
６
月
６

日
a
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
対
象
＝
小
学
３
年
生
〜
高

校
生
ま
た
は
そ
の
親
子
　
定
員

＝
15
人
（
先
着
）

会
場
＝
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
材
料
費

＝
粘
土
１
o
４
０
０
円
　
申
し

■
新
潟
県
啄
木
祭

日
時
＝
５
月
16
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
座
室
　
内
容
＝
午
前
…
講
演（「
啄

木
の
生
涯
と
短
歌
」
長
岡
技
術
科
学

大
学
助
教
授
・
若
林
敦
さ
ん
、
午
後

…
日
本
海
社
・
田
中
要
さ
ん
助
言
に

よ
る
記
念
歌
会
）
参
加
料
＝
５
０
０

円
（
資
料
代
）

□問
日
本
海
社
・
星

野
さ
ん
1
34
・
０
３
５
５

■
草
月
流
い
け
ば
な
春
美
会
展

日
時
＝
５
月
20
日
e
〜
25
日
c
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
　
会
場
＝
大
和
長

岡
店
６
階
ホ
ー
ル
　
入
場
料
＝
無
料

□問
押
耳
さ
ん
1
33
・
１
０
６
２

■
デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・

ひ
と
み
「
泣
き
虫
桃
太
郎
」
公
演

フ
ァ
ミ
リ
ー
人
形
劇
場
で
す
。

日
時
＝
５
月
21
日
f
午
後
２
時
か
ら

（
昼
の
部
）、
午
後
７
時
か
ら
（
夜
の

部
）

入
場
料
＝
大
人
２
、０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
、５
０
０
円
（
当
日
５

０
０
円
増
）
、
聾
学
校
、
特
殊
学
級

団
体
一
人
５
０
０
円
（
昼
の
部
の
み
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
保
育
室

あ
り
、
予
約
必
要
）

□問
長
岡
デ
フ

・
パ
ペ
ッ
ト
の
会
事
務
局
・
村
山
さ

ん
1
・
FAX
33
・
５
４
５
８

■
イ
ワ
チ
ド
リ
と
春
の
山
野
草
展

日
時
＝
５
月
22
日
g
・
23
日
a
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
国

営
公
園
暖
の
館
内
多
目
的
ホ
ー
ル

□問
門
谷
さ
ん
1
35
・
６
８
８
０

■
長
岡
良
寛
の
会
記
念
講
演
会
「
書
　

簡
家
良
寛
・
会
津
八
一
に
つ
い
て
」

日
時
＝
５
月
22
日
g
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
　
講
師
＝
書
道
家
・
長
坂
吉
和
さ

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
６
月
15

日
を
除
く
）
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
（
計
５
回
）

会
場
＝
厚

生
会
館
中
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
祭

り
や
倶
楽
部
代
表
・
池
田
純
子

さ
ん

対
象
＝
40
歳
以
上
の
よ

さ
こ
い
初
心
者
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
）

持
ち
物
＝
運
動
着

な
ど
動
き
や
す
い
服
装
（
更
衣

室
あ
り
）

参
加
料
＝
１
、５
０

０
円
（
鳴
子
代
含
む
）

申
し

込
み
＝
５
月
７
日
f
か
ら

農
林
政
策
課
1
39
・
2
2
2
4

●
「
市
民
参
加
の
米
づ
く
り
」

田
植
え
体
験
（
無
料
）

お
い
し
い
米
の
産
地
「
長
岡
」

の
米
づ
く
り
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。
田
植
え
機
の
試
乗
や
、
昔

な
が
ら
の
手
植
え
も
体
験
で
き

ま
す
。

日
時
＝
５
月
15
日
g
午
前
９
時

〜
正
午
　
会
場
＝
鉢
伏
町
・
小

野
喜
範
さ
ん
（
認
定
農
業
者
）

の
ほ
場
　
内
容
＝
田
植
え
機
の

試
乗
体
験
ほ
か
（
作
業
後
に
美

味
し
い
長
岡
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

お
に
ぎ
り
の
試
食
）

持
ち
物

＝
作
業
の
で
き
る
服
装
、
長
靴

定
員
＝
親
子
・
グ
ル
ー
プ
20
組

（
先
着
）

申
し
込
み
＝
５
月

10
日
b
ま
で

●
田
植
え
ま
つ
り

直
接
、
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
23
日
a
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ

ン
タ
ー
　
内
容
＝
田
植
え
体
験

（
手
植
え
）、
い
も
苗
植
え
体
験

持
ち
物
＝
長
靴
、
軍
手
　
参
加

料
＝
無
料
　
問
い
合
わ
せ
＝
ふ

る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
1

34
・
５
３
６
０

●
「
ゆ
め
農
園
」
農
業
体
験

参
加
者
募
集

農
家
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、

農
業
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
家
族
、
ご
友
人
な
ど
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
ど
う
ぞ
。

な
お
、
５
月
６
日
e
午
前
９

時
か
ら
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ

ン
タ
ー
で
、
苗
づ
く
り
の
た
め

の
種
ま
き
を
行
い
ま
す
。

体
験
希
望
者
は

直
接
ど
う
ぞ
。

体
験
日
＝
５
月

22
日
g
、
７
月

31
日
g
、
11
月

13
日
g

体
験
内
容
＝
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
枝
豆
、
里
い
も
、
大

根
な
ど
の
栽
培
　
場
所
＝
ゆ
め

農
園
（
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ

ー
隣
）

定
員
＝
30
人
（
多
数

の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
２
、

０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
５
月

17
日
b
ま
で

込
み
＝
５
月
13
日
e
ま
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
５
月

24
日
b
〜
31
日
b
、
夏
番
組
に

入
れ
替
え
の
た
め
お
休
み
し
ま

す
。
６
月
１
日
c
か
ら
「
天
に

届
い
た
竹
の
子
」
を
投
映
し
ま

す
。中

央
公
民
館
1
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●
な
が
お
か
市
民
大
学

講
座
募
集
開
始

全
15
講
座
で
開
講
し
ま
す
。

開
設
講
座
に
つ
い
て
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
市

政
だ
よ
り
で
も
順
次
紹
介
）。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
中
央
公

民
館
・
生
涯
学
習
相
談
室
（
柳

原
分
庁
舎
内
）、
市
民
セ
ン
タ

ー
１
階
、
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ

（
市
役
所
１
階
）、
各
図
書
館
、

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
ほ
か
で
ど
う
ぞ
。

①
会
計
の
基
礎
知
識

簿
記
の
基
礎
を
学
習
し
ま
す
。

日
商
簿
記
３
級
の
取
得
に
も
役

立
ち
ま
す
。

日
時
＝
６
月
15
日
〜
10
月
26
日

の
毎
週
火
曜
日
（
８
月
３
日
〜

31
日
休
み
）
午
後
７
時
〜
８
時

30
分
（
計
15
回
）

会
場
＝
長

岡
大
学
講
義
室
　
講
師
＝
長
岡

大
学
専
任
講
師
・
三
木
僚
祐
さ

ん
　
受
講
料
＝
６
、０
０
０
円（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
、４
２
０
円
）

②
見
栄
Ｍ
Ｂ
Ａ
講
座

経
営
者
・
管
理
職
の
間
で
は

Ｍ
Ｂ
Ａ
（
米
国
な
ど
の
経
営
大

学
院
を
終
了
す
る
と
取
得
で
き

る
修
士
号
）
の
資
格
が
必
須
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
講

座
で
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
者
ら
し
く

み
せ
る
た
め
の
知
識
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
６
月
３
日
〜
17
日
の
毎

週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
午
後
８

時
30
分
（
計
３
回
）

会
場
＝

長
岡
大
学
講
義
室
　
講
師
＝
長

岡
大
学
助
教
授
・
内
藤
敏
樹
さ

ん
　
受
講
料
＝
１
、５
０
０
円

③
青
少
年
の
犯
罪
病
理
を

考
え
る

最
近
、
世
間
を
に
ぎ
わ
せ
て

い
る
青
少
年
犯
罪
の
病
理
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

日
時
＝
６
月
９
日
〜
23
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
（
計
３
回
）

会
場
＝
長
岡

大
学
講
義
室
　
講
師
＝
長
岡
大

学
教
授
・
定
方
昭
夫
さ
ん
　
受

講
料
＝
１
、５
０
０
円

●
さ
わ
や
か
大
学

一
般
教
養
、
市
民
生
活
、
社

会
問
題
な
ど
に
関
わ
る
諸
テ
ー

マ
で
幅
広
く
学
び
合
い
、
現
代

社
会
に
生
き
る
私
た
ち
の
あ
り

方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
５
月
24
日
〜
11
月
１
日

の
月
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午（
計

19
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

ほ
か（
３
回
は
館
外
学
習
）

内

容
＝
新
た
な
介
護
の
仕
組
み
、

私
が
出
会
っ
た
輝
く
人
た
ち
、

日
本
の
社
会
と
経
済
の
動
向
、

学
校
の
２
学
期
制
と
そ
の
問
題

点
な
ど
　
定
員
＝
96
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
５
月
10
日
b
か
ら
電
話

で●
う
る
お
い
ラ
イ
フ

「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」

日
常
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た

め
、
女
性
の
生
き
方
や
生
活
情

報
を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
①
昼
コ
ー
ス
…
５
月
25

日
c
〜
７
月
13
日
c
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
計
８
回
）
②
夜

コ
ー
ス
…
５
月
25
日
c
〜
６
月

22
日
c
の
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
（
計
５
回
）
い
ず
れ
も
毎
週

火
曜
日
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
は
じ
め
ま
し
て
（
仲
間

づ
く
り
）、
ふ
る
さ
と
長
岡
、
女

性
の
健
康
づ
く
り
、
絵
手
紙
な

ど
　
講
師
＝
立
川
厚
太
郎
さ
ん
、

脇
屋
雄
介
さ
ん
、
谷
雅
子
さ
ん

ほ
か
　
定
員
＝
①
30
人
②
20
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
５
月
７
日
f
か
ら

●
や
さ
し
い

よ
さ
こ
い
講
座

あ
な
た
も
『
よ
さ
こ
い
踊
り
』

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
１
日
〜
７
月
６
日

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

13 12

①～⑤の講座の中から１人１講座のみ応募できます。
会場＝各講座とも中央公民館406教室
受講料＝①～③各２,０００円、④⑤各４,０００円（いずれも

テキスト代は別）
申し込み＝５月17日b（必着）までに、往復はがきの往

信の裏にご希望のコースNO．（１人１講座のみ）、
住所、氏名、年齢、電話番号を、返信の表に郵便
番号、住所、氏名を記入し、〒９４０－００７２柳原町
２の１中央公民館へ（多数の場合は抽選）

①「パソコン入門講座～スイッチから」（４日間コース）
初心者を対象としたパソコンの基本操作（インターネ
ット操作、メールの送受信を含む）を学びます。

②「ワープロはじめて講座」（４日間コース）
初心者を対象としたワープロ文書を作成する講座です。
ワープロソフト（Word）を使った簡単な操作を学びます。

③「表計算入門講座」（４日間コース）
初心者を対象とした表計算ソフトを利用した講座です。
Excelの基本的な操作を学びます。

④「ワープロ・カメさんコース」（８日間コース）
60歳以上の人を対象としたワープロソフトの基本操作
を学ぶ講座です。「ワープロはじめて講座」の内容を８回
に分けてゆっくりと学びます。

⑤ワープロ実践講座（毎週火曜日・８回コース）
ワープロソフト（Word）を使った文書作成の基礎と応
用を学ぶ講座です。

問い合わせ＝中央公民館1３２・０４３７

初心者パソコン講習6・7月受講生募集

NO. 期　　　日 時　間 定員 

B09

B14

6 / 8 c、9 d、10e、11f

7 / 6 c、7 d、8 e、9 f

9 ：30～12：00

13：30～16：00

20人 

20人 

NO. 期　　　日 時　間 定員 

Ｗ10

Ｗ13

6 / 8 c、9 d、10e、11f

7 / 6 c、7 d、8 e、9 f

13：30～16：00

9 ：30～12：00

20人 

20人 

NO. 期　　　日 時　間 定員 

E12 6/29c、30d、7/1e、2f 13：30～16：00 20人 

NO. 期　　　日 時　間 定員 

K11  6 /14b、15c、17e、18f
21b、22c、24e、25f

9 ：30～12：00 20人 

NO. 期　　　日 時　間 定員 

S08
 6 / 1 c、 8 c、15c、22c
29c、 7 / 6 c、13c、20c 18：30～21：00 20人 

雪
国
植
物
園（
1
46
・
0
0

3
0
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
入
園
は
午
後
４
時

30
分
ま
で
）

入
園
料
＝
大

人
３
０
０
円
、
子
ど
も
２
０

０
円

■
春
の
探
鳥
会

日
時
＝
５
月
16
日
a
午
前
５

時
〜
８
時

■
ホ
タ
ル
の
夕
べ

午
後
６
時
50
分

に
開
門
し
、
７
時

10
分
か
ら
生
態
説

明
を
行
い
ま
す
。

期
間
＝
６
月
７
日
b
〜
30
日

d

▲パンフレット

1234

1

2

4 3

お
お
お
と
こ

1

23

▲よさこい踊り（ハイブ
長岡）

親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

（
幼
児
期
・
児
童
前
期
コ
ー
ス
）

日
時
＝
５
月
19
日
〜
９
月
29

日
の
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
（
計
13
回
）

会
場
＝
中

央
公
民
館
ほ
か
　
内
容
＝「
子

育
て
の
基
本
・
や
さ
し
さ
と

厳
し
さ
」
「
地
球
時
代
に
生

き
る
子
ど
も
に
」
「
自
己
肯

定
感
を
育
て
る
」
な
ど
　
対

象
＝
①
幼
児
期
・
児
童
前
期

の
子
の
保
護
者
②
こ
の
期
の

家
庭
教
育
に
つ
い
て
学
び
た

い
人
　
定
員
＝
50
人
（
先
着
。

②
は
若
干
名
）

参
加
料
＝

１
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝
５
月
６
日
e
か

ら
中
央
公
民
館
1
32
・
０
４

３
７
へ
（
幼
児
保
育
あ
り
。

お
お
む
ね
１
歳
以
上
で
、
お

や
つ
代
な
ど
５
０
０
円
が
必

要
。
定
員
30
人
、
要
予
約
）



光
寺
1
35
・
０
４
０
８

■
昭
和
の
車
展
示
会
（
無
料
）

展
示
希
望
者
も
無
料
で
受
付
中
。

日
時
＝
６
月
６
日
a
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
４
時
（
午
前
11
時
か
ら
駅
前

周
辺
を
パ
レ
ー
ド
）

会
場
＝
大
手

通
２
丁
目
（
駅
前
歩
行
者
天
国
内
）

□問
高
野
さ
ん
1
39
・
２
７
６
３

■
長
岡
市
民
釣
大
会

日
時
＝
６
月
６
日
a
午
前
６
時
集
合

会
場
＝
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
市
民
釣

場
　
対
象
魚
＝
へ
ら
鮒
（
小
・
中
学

生
は
自
由
）

参
加
料
＝
大
人
１
、５

０
０
円
、
小
・
中
学
生
７
０
０
円

□申
５
月
23
日
a
ま
で
に
市
内
の
釣
具

店
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
各

釣
具
店
へ
　
□問
長
岡
市
釣
魚
連
盟
事

務
局
・
三
浦
さ
ん
1
33
・
２
８
８
１

科
学
博
物
館
1
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

kahaku@
city.nagaoka.nii

gata.jp

科
学
博
物
館
臨
時
休
館
の

お
知
ら
せ

５
月
16
日
a
は
、
害
虫
駆
除

の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

●
春
の
自
然
を
楽
し
む
会

新
緑
に
包
ま
れ
た
山
を
巡
っ

て
、
植
物
、
野
鳥
、
昆
虫
、
地

層
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
９
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）
観

察
地
＝
竹
之
高
地
町
周
辺
　
集

合
＝
太
田
小
学
校
竹
之
高
地
町

冬
季
分
校
前
　
対
象
＝
小
学
生

〜
一
般
　
参
加
料
＝
１
０
０
円

持
ち
物
＝
採
集
・
観
察
用
具
、

筆
記
用
具
、
昼
食
、
水
筒
、
雨

具
　
申
し
込
み
＝
５
月
６
日
e

ま
で

●
信
濃
川
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

河
川
敷
を
歩
き
な
が
ら
野
鳥

を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
15
日
g
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
信
濃
川
左
岸
（
長
生
橋
〜

長
岡
大
橋
）

集
合
＝
信
濃
川

河
川
公
園
入
口
（
長
生
橋
西
詰

下
流
側
）

対
象
＝
小
学
生
〜

一
般
　
参
加
料
＝
50
円
　
持
ち

物
＝
観
察
用
具
、
筆
記
用
具

■
上
映
会
「
ジ
ョ
ゼ
と
虎
と
魚
た
ち
」

日
時
＝
５
月
29
日
g
午
後
０
時
30
分

か
ら
、
２
時
50
分
か
ら
、
５
時
10
分

か
ら
、
７
時
30
分
か
ら
　
会
場
＝
市

立
劇
場
大
ホ
ー
ル
　
入
場
料
（
前
売

り
）
＝
一
般
・
学
生
１
、４
０
０
円

（
当
日
一
般
１
、７
０
０
円
、
学
生
１
、

５
０
０
円
）、
ペ
ア（
一
般
・
学
生
）２
、

４
０
０
円
、
小
学
生
・
シ
ニ
ア
（
60

歳
以
上
）
・
障
害
者
、
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
人
、
介
助
の
人
、
外
国
籍

の
人
１
、０
０
０
円
　
□問
市
民
映
画
館

を
つ
く
る
会
1
・
FAX
33
・
１
２
３
１

（
月
・
水
・
金
曜
日
の
夜
）

■
長
岡
市
民
囲
碁
大
会

段
級
の
近
い
人
と
対
局（
５
回
戦
）。

優
勝
者
に
は
賞
状
・
賞
品
を
贈
呈
。

日
時
＝
５
月
30
日
a
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
地

下
イ
ベ
ン
ト
広
場
　
参
加
料
＝
２
、０

０
０
円
（
女
性
、
高
校
生
以
下
１
、０

０
０
円
）

□申
５
月
23
日
a
ま
で
に

日
本
棋
院
長
岡
支
部
・
小
方
さ
ん
1

・
FAX
35
・
４
３
０
５
　
□問
長
岡
囲
碁

連
盟
・
星
さ
ん
1
35
・
４
５
２
２

■
長
岡
地
区
更
生
保
護
女
性
会
結
成

50
周
年
記
念
講
演
会
（
無
料
）

「
社
会
で
育
む
子
ど
も
達
」

日
時
＝
６
月
１
日
c
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分
　
会
場
＝
ア
ト
リ

ウ
ム
長
岡
　
講
師
＝
前
長
岡
警
察
署

長
・
甲
野
勝
機
さ
ん

□申
５
月
15
日

g
ま
で
に
古
田
島
さ
ん
1
32
・
１
２

２
９
へ

■
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
演
奏
会

日
時
＝
６
月
５
日
g
午
後
７
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
蓮
光
寺
（
成
願
寺
町
）

本
堂
　
参
加
料
＝
カ
ン
パ
制
　
□問
蓮

会
場
＝
大
手
通
２
丁
目
　
内
容

＝
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
、
ス
ト
リ
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
子
ど
も
わ
ん

ぱ
く
広
場
ほ
か
　
問
い
合
わ
せ

＝
長
岡
市
商
店
街
連
合
会
事
務

局
1
32
・
７
０
０
２
ま
た
は
商

業
振
興
課

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集
】

「
自
由
広
場
な
が
お
か
・
ホ

コ
天
」
で
開
か
れ
る
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し

ま
す
。

時
間
＝
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
大
手
通
１
丁
目
、
２
丁

目
（
ア
ー
ケ
ー
ド
下
）

出
店

料
＝
１
マ
ス
（
２
ｍ
×
２
ｍ
）

５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
各
開

催
日
の
直
前
の
金
曜
日
午
後
３

時
ま
で
に
長
岡
市
商
店
街
連
合

会
事
務
局
1
32
・
７
０
０
２
へ

（
当
日
は
、
午
前
10
時
〜
11
時

大
手
通
十
字
路
フ
ジ
ヤ
マ
果
実

店
前
本
部
席
で
受
け
付
け
。
先

着
１
０
０
マ
ス
で
締
め
切
り
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

1
32
・
4
4
2
9

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

●
着
物
着
付
け
教
室

自
分
で
着
付
け
を
し
て
、
長

岡
ま
つ
り
前
夜
祭
に
繰
り
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
27
日
〜
７
月
29
日

の
毎
週
木
曜
日
（
計
10
回
）
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
　
定

員
＝
25
人
（
先
着
）

受
講
料

＝
８
０
０
円
　
講
師
＝
篠
田
由

紀
子
さ
ん
　
申
し
込
み
＝
５
月

10
日
b
〜
25
日
c

●
ハ
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

（
働
く
若
者
の
悩
み
ご
と
相
談
）

若
者
の
仕
事
上
、
生
活
上
の

悩
み
に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
＝
毎
週
水
曜
日
（
第
５

水
曜
日
除
く
）

時
間
＝
午
後

６
時
〜
９
時
（
１
人
１
時
間
）

場
所
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
＝
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の

人
　
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
中
村
容
子

さ
ん
　

●
楽
し
い
教
養
講
座

受
講
生
追
加
募
集

期
間
＝
６
月
〜
９
月
（
計
12
回
）

時
間
＝
午
後
６
時
〜
８
時
（
料

理
は
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分
）

受
講
料
＝
料
理
９
、４
０

０
円
、
花
道
１
２
、５
０
０
円
、

茶
道
・
ペ
ン
毛
筆
５
、４
０
０
円

（
そ
の
他
に
利
用
者
協
議
会
費

４
０
０
円
必
要
）

申
し
込
み

＝
５
月
31
日
b
ま
で
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
５
月
12
日
d
ま
で

●
野
鳥
集
会
と
探
鳥
会

〔
野
鳥
集
会
〕

日
時
＝
５
月
15
日
g
午
後
７
時

〜
９
時
　
会
場
＝
越
路
町
西
谷

西
谷
温
泉
「
中
盛
館
」（
自
己
負

担
で
宿
泊
可
）

内
容
＝
野
鳥

の
会
会
員
に
よ
る
野
鳥
の
話
や

ス
ラ
イ
ド
上
映

〔
探
鳥
会
〕

日
時
＝
５
月
16
日
a
午
前
５
時

〜
８
時
　
観
察
地
＝
越
路
町
西

谷
周
辺
　
参
加
料
＝
50
円
　
持

ち
物
＝
観
察
用
具
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
＝
５
月
12
日
d
ま
で

●
縄
文
土
器
を
つ
く
る
会

縄
文
時
代
と
同
じ
方
法
で
土

器
を
つ
く
り
、
焼
い
て
み
ま
す
。

〔
土
器
づ
く
り
〕

日
時
＝
５
月
23
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）
会

場
＝
深
才
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
上
富
岡
２
）

〔
土
器
焼
き
〕

日
時
＝
６
月
６
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は

６
月
12
日
g
に
延
期
）

会
場

＝
藤
橋
歴
史
の
広
場
駐
車
場
脇

◇
　
　
　
　
◇

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学

４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
７
０
０
円
　
持
ち
物
＝
昼

食
、
水
筒
、
使
い
古
し
た
タ
オ

ル
か
ぞ
う
き
ん
、
軍
手
、
粘
土

べ
ら
　
申
し
込
み
＝
５
月
４
日

0
〜
５
月
20
日
e

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

長
岡
野
鳥
の
会
会
員
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、

浦
瀬
町
周
辺
の
野
鳥
を
観
察
し

ま
す
。

日
時
＝
５
月
23
日
a
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
浦
瀬
町
　
集
合
＝
旧
A
コ

ー
プ
山
本
店
駐
車
場
（
浦
瀬
町

交
差
点
か
ら
東
へ
約
１
０
０
m

の
左
手
）

対
象
＝
小
学
生
〜

一
般
　
参
加
料
＝
50
円
　
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、
双
眼

鏡
な
ど
　
申
し
込
み
＝
５
月
20

日
e
ま
で

●
野
外
博
物
館
地
質
コ
ー
ス

長
岡
東
山
の
代
表
的
な
石
材

「
釜
沢
石
」
の
ふ
る
さ
と
を
訪

ね
ま
す
。

日
時
＝
５
月
23
日
a
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
（
雨
天
の
場
合
は

５
月
30
日
a
に
延
期
）

集
合

場
所
＝
村
松
町
の
「
広
道
」
バ

ス
停
前
　
観
察
地
＝
村
松
町
・

釜
沢
町
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一

般
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆

記
用
具
、
水
筒
、
雨
具
　
申
し

込
み
＝
５
月
20
日
e
ま
で

●
植
物
観
察
会

「
ブ
ナ
の
森
を
楽
し
む
」

長
岡
に
残
る
ブ
ナ
の
森
と
ブ

ナ
の
巨
木
を
訪
ね
る
会
で
す
。

日
時
＝
６
月
６
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

会
場
＝
鷺
巣
町
定
正
院
ブ
ナ
林

集
合
場
所
＝
定
正
院
駐
車
場

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加

料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用

具
、
雨
具
、
昼
食
、
水
筒
　
申

し
込
み
＝
６
月
３
日
e
ま
で

国
際
文
化
課

1
39
・
2
2
5
1

●
「
新
潟
県
美
術
展
覧
会
」

長
岡
展

日
時
＝
６
月
12
日
g
〜
20
日
a

（
月
曜
日
休
館
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
　
会
場
・
内
容
＝
美

術
セ
ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館
２

階
）
…
日
本
画
・
洋
画
・
版
画

・
彫
刻
・
工
芸
・
書
道
、
県
立

近
代
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
…
写

真
　
入
場
料
＝
一
般
４
５
０
円

（
前
売
り
４
０
０
円
）、
大
学
生
・

高
校
生
２
０
０
円
　
中
学
生
以

下
無
料
　
問
い
合
わ
せ
＝
国
際

文
化
課
ま
た
は
新
潟
日
報
社
長

岡
支
社
総
務
部
1
34
・
９
６
０

０
商
業
振
興
課

1
39
・
2
2
2
8

●
自
由
広
場
な
が
お
か
・

ホ
コ
天
へ
ど
う
ぞ

日
時
＝
５
月
５
日
-
、
６
月
６

日
a
、
７
月
10
日
g
、
９
月
11

日
g
、
10
月
２
日
g
、
11
月
３

日
-
の
午
前
11
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分
（
季
節
に
よ
り
開
催

時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

15 14

歴史や文化に関わる史跡や市の施設などを巡って、長岡を
再発見してみませんか。

【企画募集ツアー前期（無料）】
巡りたいコースを企画してください。そのコースにマイク

ロバスとガイドを用意します。
期間＝６月～８月（平日、休日問わず。休日の場合、市施設

が見学できない場合あり）
回数＝６回（25人乗りマイクロバスを使用）
対象＝市内に居住または勤務、通学する15～25人の団体・グ

ループ
申し込み＝５月21日fまでに市役所１階市民情報ラウンジ、

４階秘書広報課広報係、ながおか市
民センターまちの情報コーナー、科
学博物館、郷土史料館、各図書館、
各地区コミュニティセンターに設置
の応募用紙（長岡市ホームページに
も掲載）に必要事項を記入し、〒９４０
－８５０１長岡市役所秘書広報課広報係
へ郵送または持参（申し込み多数の
場合抽選し、５月25日cまでに連絡。

抽選は今までツアーを実施していない団体を優先。団体・グ
ループの代表者との事前の打ち合わせあり）

【悠久山で長岡を知ろうコース（無料）】
悠久山にある史跡を歩いて巡り、江戸時代から近代にかけ

ての激動の長岡の歴史を探ります。
日時＝５月29日g、６月２日d午前９時30分～11時30分
主な探訪地＝刀隊・槍隊の碑→病翁碑→招魂社→旧長岡藩主

牧野家霊廟→河井継之助の碑→郷土史料館
定員＝各回25人
持ち物＝飲み物、敷物
申し込み＝５月24日b必着で、往復はがきの往信の裏に「悠

久山で長岡を知ろうコース」希望、希望日、住所、氏
名、年齢、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、
氏名を記入し、〒９４０－８５０１長岡市役所秘書広報課広
報係へ（はがき１枚につき２人まで。申し込み多数の
場合抽選。結果は５月25日cに発送）

問い合わせ＝秘書広報課広報係1３９・２２０２、FAX３９・２２
７２、Eメールinf-prd@city.nagaoka.niigata.jp

ながおかのまち再発見ツアー参加者募集

藤
橋
歴
史
の
広
場

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

藤
橋
歴
史
の
広
場
（
ふ
じ

は
し
歴
史
館
、
遺
構
展
示
館
、

縄
文
の
家
な
ど
）
は
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中（
４

月
29
日
〜
５
月
５
日
）
休
ま

ず
開
館
し
ま
す
。
入
場
無
料

で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
　
バ
ス
案
内
＝
Ｊ
Ｒ

長
岡
駅
大
手
口
発
「
技
大
前
」

行
き
（
終
点
下
車
）
ま
た
は

「
長
岡
―
塚
山
―
小
国
線
」

（
富
岡
下
車
）

問
い
合
わ

せ
＝
科
学
博
物
館
1
32
・
０

５
４
６

市
民
写
生
会街

を
描
こ
う

一
緒
に
街
を
描
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
美
術
協
会
員
が
手

ほ
ど
き
を
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
16
日
a
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
　
場
所
＝
中

心
市
街
地
　
集
合
＝
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
　
持
ち
物

＝
写
生
用
具
、
画
用
紙
　
参

加
料
＝
５
０
０
円
　
対
象
＝

中
学
生
以
上
　
定
員
＝
70
人

（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
し

込
み
＝
５
月
10
日
b
ま
で
に

市
民
セ
ン
タ
ー
地
球
広
場（
１

階
）、市
内
画
材
店
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
記
入
し
、
地
球

広
場
窓
口
へ
　
展
示
＝
作
品

は
５
月
22
日
g
〜
29
日
g
、

市
民
セ
ン
タ
ー
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
展
示
（
希
望
者
の

み
）

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡

市
美
術
協
会
事
務
局
（
国
際

文
化
課
内
）
1
39
・
２
２
５

１

▲縄文の家

▲昨年のツアーで（米百俵
之碑前）

1

3

567

4

21

2

3



ながおか市民センター
の催し139・2763

■
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
'04

春
満
開
　
オ
ラ
ン
ダ
の
世
界

期
間
＝
５
月
５
日
-
ま
で

●
ビ
ッ
グ
ス
ト
リ
ー
ト

オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
　

期
間
＝
５
月
１
日
g
〜
５
日
-

●
オ
ラ
ン
ダ
を
遊
ぼ
う
〜
オ
ラ

ン
ダ
の
伝
統
的
な
７
種
類
の

テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
　

期
間
＝
５
月
１
日
g
〜
５
日
-

●
オ
ラ
ン
ダ
de
ト
ー
ク
＆
和
・

蘭
花
ま
つ
り

期
間
＝
５
月
３
日
-

①
オ
ラ
ン
ダ
de
ト
ー
ク

時
間
＝
午
後
１
時
か
ら
（
日
蘭

交
流
の
関
係
者
の
対
談
）

②
和
・
蘭
花
ま
つ
り

レ
ン
・
オ
ー
ク
メ
イ
ド
さ
ん

（
在
日
オ
ラ
ン
ダ
人
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
）
と
丸
山
正
栄
さ

ん
（
未
生
流
師
範
）
が
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
オ
ブ
ジ
ェ

制
作
を
実
演
し
ま
す
。

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

■
銀
粘
土
制
作
体
験
教
室

材
料
費
が
か
か
り
ま
す
。

日
時
＝
５
月
22
日
g
・
23
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
随
時
）

■
野
鳥
観
察
会

日
時
＝
５
月
９
日
a
午
前
10
時

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

い
ず
れ
も
最
終
日
は
午
後
３
時

ま
で
。

●
「
渡
辺
モ
ト
」

米
寿
ほ
の
ぼ
の
作
品
展

期
間
＝
５
月
12
日
d
〜
24
日
b

●
く
ら
し
を
彩
る
書
と
華
展

期
間
＝
５
月
26
日
d
〜
31
日
b

●
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
展

「
渋
海
の
流
れ
を
訪
ね
て
」

期
間
＝
６
月
２
日
d
〜
９
日
d

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

●
ユ
ー
ロ
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

友
好
都
市
ト
リ
ア
ー
市
（
ド
イ

ツ
）
に
６
カ
国
の
青
少
年
が
集
い
、

ス
ポ
ー
ツ
や
集
団
生
活
を
通
し
て
、

友
情
を
深
め
ま
す
。

期
間
＝
８
月
15
日
a
〜
25
日
d

内
容
＝
ユ
ー
ロ
キ
ャ
ン
プ
参
加
（
登

山
、
カ
ヌ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

水
泳
な
ど
）、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験

参
加
資
格
＝
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
人
①
市
内
在
住
ま

た
は
市
内
の
高
校
に
通
学
す
る
生

徒
②
一
週
間
の
合
宿
生
活
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
楽
し
め
る
③
異
な
る

文
化
・
習
慣
を
理
解
し
、
友
情
を

深
め
る
よ
う
努
力
で
き
る
　
定
員

＝
10
人
　
参
加
料
＝
15
万
円
　
申

し
込
み
＝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー「
地

球
広
場
」
お
よ
び
市
民
体
育
館
に

あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
５
月
20

日
e
ま
で
に
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
地
球
広
場
内
）
へ
　
選
考
＝

５
月
29
日
g
に
作
文
お
よ
び
面
接

試
験
を
実
施
（
詳
し
く
は
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

●
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

を
知
ろ
う
！

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
支
援

活
動
を
し
て
い
る
新
潟
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
協
会
が
、
長
岡
と
ゆ

か
り
の
あ
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
を
パ
ネ
ル
や
写
真
な
ど
で
紹
介

し
ま
す
。

期
間
＝
５
月
１
日
g
〜
15
日
g

☆
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
（
無
料
）

日
時
＝
５
月
５
日
-
午
前
11
時
〜

午
後
３
時
　
内
容
＝
現
地
の
生
活

を
ビ
デ
オ
で
紹
介
（
歌
や
踊
り
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
の
試

飲
も
あ
り
）

会
場
＝
地
球
広
場

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

〜
ゆ
っ
く
り
学
ぼ
う
〜

「
は
じ
め
て
の
携
帯
電
話
」

日
時
＝
５
月
19
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
３
０
１
会
議
室

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

講
師
＝

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ソ
ル
コ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
　
申
し
込
み
＝
５
月
10
日
b

か
ら

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

●
子
育
て
講
座

「
絵
本
を
楽
し
も
う
！
」

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
親
子

で
絵
本
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
５
月
18
日
c
午
前
11
時
か

ら
（
30
分
程
度
）

●
転
入
マ
マ
・
新
米
マ
マ
・

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
マ
講
座

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
「
三
尺

玉
ネ
ッ
ト
」
が
、
今
知
っ
て
お
き

た
い
子
育
て
情
報
を
提
供
し
ま
す

（
保
育
あ
り
）。

日
時
＝
５
月
28
日
f
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
　
申
し
込
み
＝
５
月
10

日
b
〜
22
日
g

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
　

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊
び

や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
12
日
d
・
19
日
d
・

26
日
d
、
６
月
２
日
d
・
９
日
d

の
午
前
11
時
か
ら
（
15
分
程
度
）

●
お
絵
描
き
タ
イ
ム

日
時
＝
５
月
12
日
d
・
19
日
d
・

26
日
d
、
６
月
２
日
d
・
９
日
d

午
前
11
時
15
分
か
ら
（
30
分
程
度
）

●
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、「
わ
い

わ
い
ル
ー
ム
」
で
思
う
存
分
お
し

ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

①
ひ
よ
こ
コ
ー
ス
（
生
後
６
カ
月

未
満
）

日
時
＝
５
月
14
日
f
、
６
月
４
日

f
の
午
前
11
時
か
ら（
１
時
間
程
度
）

②
め
ば
え
コ
ー
ス
（
生
後
７
カ
月

以
上
）

日
時
＝
５
月
21
日
f
、
６
月
１
日

c
の
午
前
11
時
か
ら（
１
時
間
程
度
）

●
子
育
て
相
談

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い

て
、
相
談
員
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分
６
月
10
日
e
の
生
後
４
カ
月
未

満
児
の
計
測
の
定
員
は
15
人
（
先

着
）
。

希
望
す
る
人
は
５
月
10
日

b
〜
６
月
４
日
f
に
ち
び
っ
こ
広

場
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
催
し

●
一
日
合
同
行
政
相
談
所

国
・
県
・
市
の
各
機
関
が
行
政

に
対
す
る
意
見
・
要
望
に
お
答
え

す
る
場
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
＝
５
月
26
日
d
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
会
場
＝
２
階
２
０
１

・
２
０
２
・
２
０
３
会
議
室
　
参

加
機
関
＝
国
（
法
務
局
・
国
税
局

・
新
潟
労
働
局
・
北
陸
地
方
整
備

局
・
社
会
保
険
事
務
所
）、
県（
長

岡
地
域
振
興
局
企
画
・
農
林
・
地

域
）、新
潟
県
警
察
本
部
、
長
岡
市
、

日
本
郵
政
公
社
新
潟
監
査
室
、
新

潟
行
政
評
価
事
務
所

●
長
岡
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ

写
真
展

期
間
＝
５
月
18
日
c
〜
５
月
30
日

a

会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
Ｊ
Ｉ
Ａ
新
潟
ク
ラ
ブ

県
内
大
学
卒
業
設
計
展

期
間
＝
５
月
29
日
g
〜
６
月
６
日

a（
29
日
正
午
か
ら
、
６
日
午
後
３

時
ま
で
）

会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

●
「
長
岡
空
襲
・
60
人
の
証
言
」

出
版
記
念
集
会

日
時
＝
５
月
９
日
a
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
イ
ベ
ン
ト
広

場●
Ｋ
・
Ａ
・
Ｍ
・
Ｓ

３
ｒ
ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
＆
Ｂ
、
Ｈ
I
Ｐ
・
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ラ

イ
ブ
で
す
。

日
時
＝
５
月
14
日
f
午
後
６
時
30

分
か
ら
　
会
場
＝
イ
ベ
ン
ト
広
場

●
市
民
写
生
会
展
覧
会

日
時
＝
５
月
22
日
g
〜
29
日
g
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
イ
ベ

ン
ト
広
場

30
分
〜
午
後
０
時
30
分
　
定
員

＝
30
人
（
先
着
・
当
日
午
前
10

時
か
ら
受
け
付
け
）

■
ば
ら
ま
つ
り

ば
ら
園
（
約
１
、
４
０
０
本
）

や
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン

（
約
２
５
０
本
）
の
バ
ラ
の
見

ご
ろ
（
５
月
下
旬
〜
６
月
中
旬
）

に
合
わ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

期
間
＝
５
月
29
日
g
〜
６
月
13

日
a

●
ば
ら
の
香
り
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ェ
ロ
や
ピ
ア
ノ
に
よ
る
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時
＝
５
月
29
日
g
、
30
日
a

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

演
奏
＝
稲
森
慈
恵
さ
ん
、
片
野

大
輔
さ
ん
、
山
家
慶
子
さ
ん

●
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
体
験
教
室

バ
ラ
の
絵
付
け
を
楽
し
み
な

が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
を

作
り
ま
せ
ん
か
？

日
時
＝
５
月
29
日
g
・
30
日
a

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
４
時
（
随
時
）

参
加
料
＝

８
０
０
円
　

■
無
料
公
開
日
（
駐
車
場
有
料
）

５
月
５
日
-
（
こ
ど
も
の
日
）

は
中
学
生
以
下
入
園
無
料
。
５

月
30
日
a
は
春
の
都
市
緑
化
推

進
運
動
に
ち
な
み
入
園
無
料
。

各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と

市
内
の
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nagaoka-caf.or.jp/

）
か

ら
も
チ
ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

●
”ピ
ア
ノ
と
ス
ラ
イ
ド
で
つ
づ

る
動
物
た
ち
の
詩
“
仲
道
郁

代
「
光
の
こ
ど
も
た
ち
」
〜

ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

日
時
＝
７
月
26
日
b
午
後
６
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

全
席
自
由
＝
一
般
３
、０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
、０
０
０
円
（
当

日
各
５
０
０
円
増
。
３
歳
以
上

か
ら
入
場
可
能
）

チ
ケ
ッ
ト

発
売
＝
４
月
27
日
c
か
ら

●
『
玉
置
浩
二
　
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
'04
〜
し
あ
わ

せ
の
ラ
ン
プ
〜
』

80
年
代
に
大
ヒ
ッ
ト
を
連
発

し
た
安
全
地
帯
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル

＆
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
有

名
な
玉
置
浩
二
。

近
年
は
ソ
ロ
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
の
活
動
に
比
重
を
置

き
、
96
年
に
は
「
田
園
」
が
大

ヒ
ッ
ト
。
安
全
地
帯
と
は
一
味

違
っ
た
魅
力
に
満
ち
た
ラ
イ
ブ

で
す
。

日
時
＝
７
月
17
日
g
午
後
６
時

か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
料

金
＝
６
、
５
０
０
円
　
チ
ケ
ッ

ト
発
売
＝
５
月
16
日
a
か
ら.

●
エ
リ
ッ
ク
・
ベ
ル
シ
ョ
ピ
ア
ノ

エ
レ
ガ
ン
ス
長
岡
公
演

フ
ラ
ン
ス
屈
指
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
・
ベ
ル
シ
ョ
が
映
画
音
楽
か

ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

ま
で
名
曲
を
奏
で
ま
す
。

日
時
＝
９
月
３
日
f
午
後
６
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全
席
指
定
３
、０
０
０
円

（
当
日
同
料
金
）

チ
ケ
ッ
ト

発
売
＝
５
月
18
日
c
か
ら
　
青

少
年
招
待
＝
20
人
（
対
象
は
小

学
４
年
生
〜
高
校
生
。
申
し
込

み
は
７
月
30
日
f
必
着
で
、
多

数
の
場
合
抽
選
）

●
リ
リ
ッ
ク
”響
き
“
シ
リ
ー
ズ

三
善
晃
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

第
７
回
響
き
合
う
ピ
ア
ノ

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
＝
７
月
18
日

a

公
開
レ
ッ
ス
ン
＝
９
月
19

日
a

公
演
＝
10
月
31
日
a

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
応
募
資
格

＝
15
歳
〜
35
歳
（
申
し
込
み
締

切
日
現
在
）

参
加
料
＝
５
、０

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
６
月
10

日
e
ま
で
（
必
着
）
に
所
定
の

申
込
書
で
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
へ

●
『
平
成
17
年
度
市
民
企
画
公

募
型
事
業
』
募
集

市
民
が
自
主
的
に
企
画
し
た

事
業
を
財
団
の
自
主
事
業
と
し

て
実
施
し
ま
す
（
選
考
あ
り
）。

対
象
＝
17
年
度
実
施
事
業
ま
た

は
17
年
度
着
手
を
必
要
と
す
る

事
業
　
申
し
込
み
＝
９
月
30
日

e
ま
で
（
必
着
）
に
所
定
の
申

込
書
で
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
へ

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」

公
開
録
画

日
時
＝
６
月
16
日
d
午
後

６
時
45
分
（
予
定
）

会

場
＝
市
立
劇
場

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
５
月
中
旬
以
降

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

17 16

ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
カ
フ

ェ
な
が
お
か
（
若
者
し
ご

と
館
長
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
セ

ン
タ
ー
）
が
5
月
10
日
に

オ
ー
プ
ン
！

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
や

就
職
の
た
め
の
情
報
提
供
・

個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

お
お
む
ね
30
歳
く
ら
い
ま

で
の
人
と
保
護
者
の
み
な
さ

ん
が
対
象
で
す
。
５
月
10
日

b
は
午
前
10
時
か
ら
開
館
し

ま
す
。

場
所
・
電
話
番
号
＝
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
（
パ

ー
ト
バ
ン
ク
長
岡
隣
）
1
39

・
３
２
７
１
　
開
館
時
間
＝

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
休
み
）

知
事
と
語
る
む
ら
お
こ
し
・

ま
ち
づ
く
り

長
岡
圏
域
の
有
識
者
と
知

事
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
意
見
交
換
も

あ
り
ま
す
。

日
時
＝
６
月
４
日
f
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
　
会
場
＝
中

央
図
書
館
講
堂
　
□問
長
岡
地

域
振
興
局
総
務
課
1
38
・
２

５
０
１
（
保
育
ル
ー
ム
あ
り
、

要
予
約
）

▲仲道郁代さん

期
日 

担
当 

5/13 
e

20 
e

27 
e

10 
e

6 / 3 
e

内
　
容 

幼
児
期
の
食
事 

お
母
さ
ん
の
悩
み

聞
き
ま
す 

乳
幼
児
の
虫
歯
予

防 家
庭
内
で
の
困
り

ご
と 

妊
婦
の
健
康
・
生

後
4
カ
月
未
満
児

の
計
測 

栄
養
士 

先
輩
マ
マ 

歯
科
衛
生

士 家
庭
児
童

相
談
員 

助
産
師 

国
営
越
後
丘
陵
公
園
へ
行
こ
う
！

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
1
４７
・
8
0
0
1

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
1
２９
・
7
7
1
5

12

45

▲玉置浩二さん

時間の記載のないものは、平日が午前９時～午後９時、土
・日・祝日が午前９時～午後６時30分です。
金額の記載のない催しはすべて無料です。市民ギャラリ

ー・イベント広場の利用申し込みは随時受け付けています。

12

2

12345

61

6 5 4 3 2

31

3

デ
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ラ
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県
山
野
草
を
た
ず
ね
る
会
・
小
日
向

さ
ん
1
・
FAX
23
・
１
３
１
７

■
観
劇
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
公
演

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
45
組
を
招

待
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
10
日
e
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

出
演
＝
奈
良
岡
朋
子
さ
ん
ほ
か

□申

５
月
10
日
b
か
ら
長
岡
市
民
劇
場
1

35
・
９
５
３
８
へ

■
新
潟
県
障
害
者

技
能
競
技
大
会

障
害
者
の
み
な
さ
ん
が
、
職
業
技

能
を
競
う
大
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
６
月
27
日
a

会
場
＝
県
立

新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
新
潟
市
鐙

西
１
の
11
の
２
）

競
技
種
目
・
定

員
＝
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
（
一

般
部
門
）
10
人
、
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ

ッ
サ
ー
（
視
覚
障
害
者
部
門
）
５
人
、

パ
ソ
コ
ン
表
計
算
10
人
、
縫
製
（
知

的
障
害
者
部
門
）
５
人
、
喫
茶
サ
ー

ビ
ス
（
知
的
障
害
者
部
門
）
10
人

□申
５
月
31
日
b
ま
で
　
□問
6
新
潟
県

雇
用
開
発
協
会
障
害
雇
用
促
進
部
1

０
２
５
・
２
４
１
・
３
１
２
３
、
FAX
０

２
５
・
２
４
１
・
３
４
２
６

■
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス

初
心
者
無
料
体
験
会

期
日
＝
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
…
５
月
13
日

e
・
17
日
b
午
後
７
時
30
分
〜
８
時

30
分
、
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
…
５
月
14
日

f
・
17
日
b
午
後
６
時
〜
７
時
（
14

日
は
小
学
生
、
17
日
は
年
中
・
年
長

児
対
象
）

会
場
＝
北
部
体
育
館

持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
、
内

履
き
靴
、
バ
ス
タ
オ
ル

□申
結
城
さ

ん
1
31
・
５
２
３
６

福
祉
総
務
課

1
39
・
2
2
1
7

●
家
庭
看
護
法
介
助
員

養
成
講
習
会

日
時
＝
５
月
29
日
g
・
30
日
a
、

６
月
５
日
g
・
６
日
a
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
長
岡

赤
十
字
看
護
専
門
学
校
　
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、
活
動

し
や
す
い
服
装
　
対
象
＝
15
歳

以
上
で
４
日
間
受
講
で
き
る
人

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
１
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
５
月
21
日
f
ま
で
に
日
赤
県

支
部
０
２
５
・
２
３
１
・
３
１

２
１
へ

●
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

日
時
＝
５
月
29
日
g
・
30
日
a
、

６
月
12
日
g
・
13
日
a
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
長

岡
赤
十
字
病
院
講
堂
　
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、
活
動
し

や
す
い
服
装
　
対
象
＝
15
歳
以

上
で
４
日
間
受
講
で
き
る
人

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
３
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
５
月
25
日
c
ま
で
に
福
祉
総

務
課
内
日
赤
安
全
奉
仕
団
長
岡

市
分
団
事
務
局
1
39
・
２
２
１

７

■
「
い
の
ち
の
森
再
生
」

ふ
る
さ
と
の
森
・
蒼
柴
の
森
植
樹

ア
カ
ガ
シ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
シ

ロ
ダ
モ
な
ど
の
幼
木
苗
を
植
樹
し
ま

す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
６
日
a
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

場
所
＝
悠

久
山
蒼
柴
神
社
裏
（
悠
久
山
公
園
）

内
容
＝
植
樹
、
青
空
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

自
然
観
察
会
　
持
ち
物
＝
軍
手
、
移

植
ご
て
　
参
加
料
＝
無
料
　
□問
新
潟

●
中
学
生
な
ぎ
な
た

初
心
者
教
室

日
時
＝
５
月
13
日
〜
６
月
24
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
参

加
料
＝
１
、５
０
０
円
（
初
回
に
。

保
険
料
・
資
料
費
含
む
）

□問

長
岡
市
な
ぎ
な
た
協
会
・
高
野

さ
ん
1
33
・
５
９
１
５

□申
7

長
岡
市
体
育
協
会
へ

●
悠
久
山
水
泳
教
室
追
加
募
集

【
婦
人
】
対
象
＝
初
心
者
か
ら

中
級
者
ま
で
の
女
性
　
コ
ー
ス

＝
火
曜
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
、
木
曜

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
　
期
間
＝
火
曜

コ
ー
ス
…
５
月
25
日
〜
７
月
13

日
、
木
曜
コ
ー
ス
…
５
月
27
日

〜
７
月
15
日
　
時
間
＝
Ａ
コ
ー

ス
…
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
Ｂ
コ
ー
ス
…
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分
　
参
加
料

＝
３
、５
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
】
対
象
＝
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
初
心
者
か
ら
中

級
者
　
コ
ー
ス
＝
月
曜
Ａ
・
Ｂ

コ
ー
ス
、
金
曜
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス

期
間
＝
月
曜
コ
ー
ス
…
５
月
24

日
〜
７
月
12
日
、
金
曜
コ
ー
ス

…
５
月
28
日
〜
７
月
16
日
　
時

間
＝
Ａ
コ
ー
ス
…
午
後
１
時
〜

２
時
、
Ｂ
コ
ー
ス
…
午
後
２
時

〜
３
時
　
参
加
料
＝
４
、０
０
０
円

【
ソ
フ
ト
ア
ク
ア
】
対
象
＝
一

般
成
人
　
コ
ー
ス
＝
火
曜
・
水

曜
・
木
曜
コ
ー
ス
　
期
間
＝
火

曜
コ
ー
ス
…
５
月
25
日
〜
７
月

13
日
、
水
曜
コ
ー
ス
…
６
月
２

日
〜
７
月
14
日
、
木
曜
コ
ー
ス

…
５
月
27
日
〜
７
月
15
日
　
時

間
＝
午
後
１
時
45
分
〜
２
時
30

分
　
参
加
料
＝
火
曜
・
木
曜
コ

ー
ス
３
、５
０
０
円
、
水
曜
コ
ー

ス
２
、５
０
０
円

◇
　
　
　
　
◇

会
場
＝
悠
久
山
屋
内
温
水
プ
ー

ル
　
持
ち
物
＝
水
着
、
水
泳
用

ゴ
ー
グ
ル

□申
５
月
21
日
f
ま

で
に
参
加
料
を
添
え
て
7
長
岡

市
体
育
協
会
へ

●
初
心
者
合
気
道
教
室

日
時
＝
５
月
20
日
〜
７
月
22
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
対

象
＝
高
校
生
以
上
　
参
加
料
＝

３
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

持

ち
物
＝
運
動
の
出
来
る
服
装（
柔

道
着
・
空
手
道
着
可
）

定
員

＝
30
人
（
先
着
）

□申
7
長
岡

市
体
育
協
会

●
市
民
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
６
月
４
日
〜
18
日
の
毎

週
火
・
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス

場
　
定
員
＝
45
人
　
参
加
料
＝

４
、０
０
０
円
（
当
日
に
）

□申

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
経
験
年
数
を
記
入

し
、
５
月
20
日
e
ま
で
に
〒
９

４
０
―

０
０
９
７
山
田
１
の
４

の
１
４
棚
橋
義
孝
さ
ん
へ
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

●
ゴ
ル
フ
教
室

①
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス

ス
ナ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

日
時
＝
６
月
６
日
〜
27
日
の
毎

週
日
曜
日
（
計
４
回
）
午
前
11

時
〜
正
午
　
対
象
＝
小
学
生
〜

高
校
生
　
定
員
＝
各
10
人
　
参

加
料
＝
１
、０
０
０
円
（
ボ
ー
ル

代
含
む
）

会
場
・
□申
オ
ー
エ

ム
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
1
24
・
２

１
３
１

②
レ
デ
ィ
ー
ス
お
よ
び

一
般
男
女
コ
ー
ス

【
日
曜
教
室
】
期
日
＝
６
月
６

日
〜
27
日
の
毎
週
日
曜
日
　
会

場
＝
オ
ー
エ
ム
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ

ー
1
24
・
２
１
３
１

【
水
曜
教
室
】

期
日
＝
６
月
２
日
〜
23
日
の
毎

週
水
曜
日
　
会
場
＝
長
岡
南
ゴ

ル
フ
ガ
ー
デ
ン
1
32
・
６
５
１

１【
金
曜
教
室
】
日
時
＝
６
月
４

日
〜
25
日
の
毎
週
金
曜
日
　
会

場
＝
長
岡
西
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

1
47
・
６
５
１
１

◇
　
　
　
　
◇

時
間
＝
レ
デ
ィ
ー
ス
…
日
曜
コ

ー
ス
午
後
２
時
〜
３
時
10
分
、

水
・
金
曜
コ
ー
ス
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
40
分
と
午
後
２
時
〜

３
時
10
分
、
一
般
男
女
…
各
曜

日
の
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
40

分
と
午
後
８
時
〜
９
時
10
分

定
員
＝
10
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
５
、０
０
０
円
（
ボ
ー
ル
代

別
）

□申
５
月
20
日
e
ま
で
に

申
し
込
み
た
い
コ
ー
ス
の
会
場

へ
直
接

●
長
岡
市
シ
ン
グ
ル

テ
ニ
ス
大
会

期
日
と
種
目
＝
６
月
20
日
a
…

一
般
男
子
Ｂ
・
Ｃ
、
６
月
27
日

a
…
一
般
男
子
Ａ
、
35
歳
以
上
、

45
歳
以
上
・
55
歳
以
上
・
一
般

女
子
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
、
40
歳
以
上

・
50
歳
以
上
・
小
学
生
男
子
・

女
子
、
中
学
生
男
子
・
女
子

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
（
協
会

員
は
１
、５
０
０
円
）
高
校
生
以

下
１
、０
０
０
円
（
当
日
に
）

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

□申
５
月
30
日
a
必
着
で
、
所
定

の
申
込
用
紙
で
希
望
が
丘
テ
ニ

ス
場
・
石
原
さ
ん
1
・
FAX
29
・

１
４
８
９
へ

●
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

期
間
＝
６
月
１
日
〜
22
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
45
分
〜
９

時
30
分
　
会
場
＝
南
部
体
育
館

グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア
　
参
加
料
＝

２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

□申

7
長
岡
市
体
育
協
会

●
市
民
体
育
祭
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

ク
ラ
ス
＝
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生（
各
男
女
）、
一
般
…
男

子
・
女
子
Ａ
・
女
子
Ｂ
（
初
心

者
）・
シ
ニ
ア
男
子
（
55
歳
以
上
）

日
時
＝
５
月
23
日
a
午
前
９
時

か
ら
（
雨
天
中
止
）

会
場
＝

希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　
参
加
料

＝
一
般
・
シ
ニ
ア
男
子
一
組
２
、

０
０
０
円
、
中
学
生
・
高
校
生

一
組
１
、０
０
０
円（
当
日
に
）、

小
学
生
は
無
料

□申
５
月
17
日

b
ま
で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で

長
岡
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・

丸
山
進
さ
ん
〒
９
４
０
―

２
０
４

６
雲
出
町
１
３
４
７
1
・
FAX
46

・
５
９
３
５
ま
た
は
7
長
岡
市

体
育
協
会
へ

●
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時
＝
６
月
５
日
g
午
後
３
時

ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）

集

合
＝
陸
上
競
技
場
２
階
建
て
プ

レ
ハ
ブ
旧
管
理
棟
　
コ
ー
ス
＝

信
濃
川
河
川
堤
防
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
　
種
目
＝
高
校
男
子
・
一

般
男
子
Ａ
…
10
d
、
一
般
男
子

Ｂ
・
一
般
女
子
…
５
d

参
加

料
＝
５
０
０
円

□申
５
月
30
日

a
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
7

長
岡
市
体
育
協
会
へ
（
当
日
参

加
可
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

1
32
・
6
6
1
7

●
高
齢
者
親
善
ペ
タ
ン
ク
大
会

日
時
＝
５
月
21
日
f
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
雨
天
の
場
合
は

24
日
b
）

会
場
＝
信
濃
川
河

川
公
園
自
由
広
場
　
対
象
＝
お

お
む
ね
55
歳
以
上
の
人
（
な
る

べ
く
３
人
１
組
で
）

参
加
料

＝
１
人
２
０
０
円
（
当
日
に
）

申
し
込
み
＝
５
月
10
日
b
ま
で

に
長
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
1
37
・
０
３
０
０
へ

●
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
＝
６
月
24
日
e
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
市
民
体

育
館
　
対
象
＝
お
お
む
ね
55
歳

以
上
の
人
（
老
人
ク
ラ
ブ
や
仲

間
同
士
で
）

参
加
料
＝
無
料

持
ち
物
＝
昼
食
、
室
内
用
運
動

靴
　
申
し
込
み
＝
５
月
19
日
d

ま
で
に
長
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
事
務
局
1
37
・
０
３
０
０

へ

19 18

▲昨年の高齢者スポーツ大会で
▲初心者アーチェリー
教室（４月13日）

■屋内体育館開放

期間＝平成17年３月末まで（バレーボールは12月６日bまで）

申し込み＝各開放校の管理指導員へ（当日、体育館にいます）
● ボールなどの用具は各自で用意してください。
● 大会などにより利用できないことがあります。

■テニスコート開放

期間＝ソフトテニス…５月12日d～９月29日d、テニス…５月６日e

～10月14日e

申し込み＝直接テニスコートで（初心者への指導あり）

■夜間照明付グラウンド開放
期間＝５月１日g～10月31日a

開放校＝北中、宮内中、大島中、関原中
種目＝軟式野球、ソフトボール、サッカーなど
時間＝午後７時～９時
利用料＝１回２時間６,０００円（申し込みの際にお支払いください）
申し込み＝利用する２カ月前から市民体育館1３４・２７００で受け付

け（先着）

学　校　開　放　案　内
学校の施設を利用して気軽にスポーツを楽しみませんか

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

種　目 開　放　校 曜日 時　間 

バ ド ミ ン ト ン  東 北 中 学 校 金 19：30～21：30

バ レ ー ボ ー ル  

バスケットボール 

長 岡 農 業 高 校  

東 北 中 学 校 

月 

火 

19：00～21：00

19：00～21：00

長 岡 大 手 高 校  木 19：30～21：00

種　目 開　放　校 曜日 時　間 

ソ フ ト テ ニ ス  

テ ニ ス  

東 北 中 学 校 
（コート4面） 

水 

木 

19：00～21：00

19：00～21：00

7
長
岡
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館
内
）

1
３４
・
2
1
3
0
と
加
盟
団
体
の
催
し

2 1

1

12

4 3

56

89

7 2

問い合わせ＝スポーツ振興課1３２・６１１７



⑤
風
間
さ
ん
1
37
・
０
１
７
９

◇
大
島
ジ
ュ
ニ
ア

①
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
午
後
５
時

30
分
〜
７
時
30
分
②
大
島
小
学
校
③

小
学
２
〜
６
年
生
④
年
４
、０
０
０
円

⑤
岡
田
さ
ん
1
27
・
１
６
０
６

◇
中
島
ジ
ュ
ニ
ア

①
毎
週
火
・
土
曜
日
午
後
６
時
〜
８

時
②
中
島
小
学
校
③
小
学
３
〜
６
年

生
女
子
④
年
３
、０
０
０
円
⑤
小
川
さ

ん
1
33
・
４
０
８
９

【
中
学
生
ク
ラ
ブ
】

◇
北
ク
ラ
ブ

①
毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
と
週
末
②
中
越
高
校
③
中
学
１
〜

３
年
生
④
年
２
、０
０
０
円
⑤
中
越
高

校
・
野
沢
さ
ん
1
24
・
０
２
０
３

◇
南
ク
ラ
ブ

①
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
②

農
業
高
校
③
中
学
１
〜
３
年
生
男
子

④
年
２
、０
０
０
円
⑤
農
業
高
校
・
高

加
茂
さ
ん
1
37
・
２
２
６
６

◇
長
岡
ガ
ッ
ツ

①
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
②
向
陵
高
校
③
中
学
１
〜
３
年
生

男
子
④
年
２
、０
０
０
円
⑤
向
陵
高
校

・
石
川
さ
ん
1
29
・
１
３
０
０

■
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
希
望
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
」
団
員
募
集

練
習
日
時
＝
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
、
水
曜
日
ま
た
は
金
曜

日
の
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
、
第
１

・
３
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
第

２
・
４
土
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
＝
希
望
が
丘
小
学
校
体
育
館

対
象
＝
小
学
生
以
上
　
会
費
＝
月
１
、

０
０
０
円
（
別
に
入
団
費
な
ど
３
、０

０
０
円
必
要
。
小
学
４
年
生
以
上
は

登
録
料
８
０
０
円
も
）

□申
嘉
瀬
さ

ん
1
29
・
３
０
１
５

健
康
課
　

1
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

心
の
健
康
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
食
事
な
ど
健
康
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日

ま
で
に
電
話
予
約
の
上
、
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
（
先
着
）。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●
5
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

た
ば
こ
は
、
肺
が
ん
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
が
ん
や
心
臓

病
・
脳
卒
中
・
歯
周
病
な
ど
の

発
症
の
ほ
か
妊
娠
に
も
影
響
を

与
え
ま
す
。
喫
煙
の
悪
影
響
を

受
け
や
す
い
未
成
年
者
は
、
ニ

コ
チ
ン
の
依
存
性
に
よ
り
、
な

か
な
か
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

た
ば
こ
の
煙
は
本
人
が
吸
う

も
の
よ
り
も
、
他
人
が
吸
う
煙

の
方
が
有
害
物
質
を
多
く
含
ん

■
春
の
悠
久
山
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か

期
日
＝
５
月
16
日
a
（
小
雨
決
行
）

受
付
＝
午
前
９
時
〜
９
時
15
分
（
正

午
解
散
予
定
）

集
合
＝
栖
吉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
参
加
料
＝
個

人
５
０
０
円
、
グ
ル
ー
プ
（
２
〜
４

人
）
１
、０
０
０
円
（
当
日
に
）

持

ち
物
＝
山
歩
き
の
で
き
る
靴
・
服
装
、

雨
具
、
着
替
え

□申
５
月
13
日
e
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
1
32
・
６
１

１
７
へ
　
□問
長
岡
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
ク
ラ
ブ
・
岩
渕
さ
ん
1
35
・
３

３
３
３
（
午
後
８
時
〜
９
時
）

■
初
心
者
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

講
習
会

日
時
＝
５
月
29
日
〜
９
月
25
日
の
毎

週
土
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
　
会
場

＝
中
央
公
民
館
　
参
加
料
＝
３
、０
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

□問
長

岡
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
代
表
・

馬
場
さ
ん
1
66
・
７
８
５
６

■
軟
式
野
球
の
メ
ン
バ
ー
募
集

活
動
日
＝
日
曜
日
・
祝
日
（
午
前
ま

た
は
午
後
）

対
象
＝
18
歳
以
上（
学

生
不
可
）

会
費
＝
月
２
、０
０
０
円

（
別
に
保
険
料
が
年
間
１
、５
０
０
円

必
要
）

□問
篠
田
さ
ん
1
０
９
０
・

９
３
７
２
・
４
７
９
７

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
員
募
集

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費

⑤
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

【
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

◇
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
・
キ
ッ
ズ

①
毎
週
火
・
土
曜
日
の
夕
方
②
旭
岡

中
…
火
曜
日
、
豊
田
小
…
土
曜
日
③

小
学
２
〜
６
年
生
④
年
６
、０
０
０
円

●
母
子
保
健
推
進
員
が

子
育
て
を
応
援

市
で
は
、
妊
婦
や
子
育
て
中

の
保
護
者
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
１
８
８
人
の
母
子
保

健
推
進
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

母
子
保
健
推
進
員
は
、
妊
娠

中
の
妊
婦
へ
の
「
す
こ
や
か
訪

問
」
や
出
産
後
の
「
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
育
児
講
座
を
開
い

て
、
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

育
児
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

人
や
悩
み
を
相
談
す
る
人
が
身

近
に
い
な
い
人
は
、
お
近
く
の

母
子
保
健
推
進
員
へ
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
や
わ
ら
げ

る
運
動
や
痴
ほ
う
予
防
な
ど
に

つ
い
て
、
理
学
療
法
士
・
保
健

師
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す

（
予
約
制
）。

日
時
＝
５
月
27
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち
機
能

訓
練
室
　
定
員
＝
３
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
健
康
課
へ

●
市
民
活
動
団
体
助
成
制
度

審
査
員
募
集

市
で
は
平
成
16
年
度
か
ら
、

公
益
的
な
市
民
活
動
を
行
う
市

民
活
動
団
体
に
対
し
て
事
業
費

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設

け
ま
し
た
。
こ
の
補
助
金
の
交

付
団
体
を
決
定
す
る
「
市
民
活

動
団
体
助
成
金
審
査
会
」
の
審

査
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
１
人
　
応
募
資
格

＝
市
民
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

審
査
会
（
計
５
回
）
に
出
席
で

き
る
人
　
任
期
＝
平
成
17
年
３

月
ま
で
　
謝
礼
＝
審
査
会
１
回

に
つ
き
３
、０
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
５
月
１
日
g
〜
15
日
g
に

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン

タ
ー
事
務
室
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
持
参
（
申
込
書
は
市

役
所
１
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ

と
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
あ

り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
＝

な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
1
39

・
２
７
６
３

で
い
ま
す
。

喫
煙
す
る
人
は
、
特
に
子
ど

も
、
病
人
、
妊
婦
の
周
り
で
は

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
、
歩
き
た

ば
こ
は
し
な
い
、
吸
殻
は
き
ち

ん
と
後
始
末
を
す
る
な
ど
の
喫

煙
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
市
民
街
頭
献
血（
全
血
献
血
）

会
場
・
実
施
時
間
な
ど
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

1
29
・
２
３
５
０
で
は
、
毎
日

献
血
が
で
き
ま
す
。

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時

●
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

①
乳
が
ん
検
診

対
象
＝
30
歳
以
上
の
人
（
30
歳

代
の
人
は
視
触
診
検
診
と
な
り

ま
す
）

②
視
触
診
の
み
の
乳
が
ん
検
診
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用
（
乳
房

Ｘ
線
撮
影
と
視
触
診
）
乳
が
ん

検
診
の
い
ず
れ
か
を
選
択

対
象
＝
40
歳
以
上
の
人
と
40
歳

未
満
の
乳
が
ん
ハ
イ
リ
ス
ク（
乳

が
ん
の
既
往
歴
が
あ
る
、
ま
た

は
２
親
等
以
内
に
乳
が
ん
の
家

族
歴
が
あ
る
）
の
人
（
視
触
診

検
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
フ
ィ

併
用
検
診
は
２
年
に
１
回
の
検

診
で
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
）

③
子
宮
頸
が
ん
検
診

対
象
＝
25
歳
以
上
の
人
（
対
象

年
齢
を
30
歳
か
ら
引
き
下
げ
ま

し
た
）

子
宮
体
が
ん
検
診
は
個
別
検

診
（
医
療
機
関
実
施
）
で
、
希

望
者
に
頸
が
ん
と
同
時
に
検
診

し
ま
す
。

日
程
・
会
場
・
受
診
方
法
等
＝

市
政
だ
よ
り
４
月
号
と
一
緒
に

配
布
し
た
「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
地
域
で
食
生
活
改
善
推
進
委

員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
が
活

躍
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進

委
員
を
３
４
５
人
委
嘱
し
て
い

ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
委
員
は
、

健
康
づ
く
り
と
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
、
各
地
区
で
親
子
料

理
教
室
や
健
康
料
理
教
室
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
食
生
活

の
改
善
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
、
料
理
教
室
へ
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
食
生
活
や
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
の
相
談
も
食
生
活

改
善
推
進
委
員
へ
ど
う
ぞ
。

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

21 20

▲親子料理教室で

5月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用
ください。
（1）休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

™休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 5 時30分 

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 3 時30分 

休日急患歯科診療所 
1 33・9644

内科（小児科） 
外科 

歯科 

診療科目 受　付　時　間 
休 日急 患 診 療 所  

1 35・8255 
FAX35・8266

（1 28・3600） 
（1 35・3700） 
（1 33・3111） 

月曜日・木曜日 
火曜日・金曜日 
水曜日・土曜日 

長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  

（1 28・3600） 
（1 35・3700） 
（1 33・3111） 

2 日a・ 5 日-・23日a 
3 日-・ 9 日a・30日a 
4 日0・16日a

長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  

生涯学習ガイドブックは、市の施設などに設置し、生涯学習情
報を提供する冊子です。このガイドブックへの掲載を希望する「団
体・サークル」を募集します。
対象団体＝次のすべてに該当する団体①教養、文化、趣味、スポ

ーツ、レクリエーション、生活、ボランティア、産業
技術などの研究、学習または活動を行っていること
②誰でも加入でき、自主的に組織・運営していること
③おおむね10人以上で、半数以上が市内に居住してい
ること（政治・宗教・営利団体、町内会、学生のみの
団体などは除く）

掲載内容＝団体名、代表者氏名、活動内容、活動場所、会費など
申し込み＝５月28日fまでに生涯学習相談室1・FAX３８・６５５２へ

（受付後、登録用紙を送付します）

「生涯学習ガイドブック」への
掲載団体・サークルを募集します

生涯学習コーディネーターは、「何か始めたいので、市内にあ
る団体・サークルの情報を聞かせてほしい」「この分野の指導者
を紹介してほしい」といった相談に応じ、市民のみなさんの自主
的な学習活動を支援するボランティアです。
講習修了後は、「生涯学習相談室（柳原分庁舎１階）」で、生涯

学習に関する情報の収集・提供、学習相談への対応、まちの先生
公開講座の企画などの活動（平日昼間）を行います。
募集人数＝11人　　応募資格＝20歳以上の人（学生は除く）
選　　考＝面接　　講習期間＝７月～来年３月
講習内容＝①文部科学省認定通信講座「生涯学習指導者養成講座

生涯学習ボランティアコース」の受講（自宅学習）
②月１回の定例研修会、学習相談研修会への参加

受 講 料＝４８,５００円（通信講座受講料。講習修了後、２年間以上
生涯学習相談室でボランティアができることを条件に
受講料の半額を市が補助）

申し込み＝５月６日e～31日b（必着）で所定の申込書に必要事
項を記入し、柳原分庁舎４階生涯学習課（〒９４０－００７
２柳原町２の１）へ郵送または持参（郵送の場合は簡
易書留で、封筒の表に「生涯学習コーディネーター養
成講習申込書」と朱書き）。申込書は生涯学習課と市役
所１階市民情報ラウンジ、ながおか市民センターにあ
ります。

受　　付＝平日午前８時30分～午後５時
問い合わせ＝生涯学習課1３２・５１１０

期
日 

担
　
当 

5/26 
d

6/9 
d

内
　
容 

定
員 

3
人 

4
人 

心
の
健
康 

食
事
や
健

康
に
関
す

る
こ
と 

栄
養
士 

保
健
師 

保
健
師
、 

精
神
保
健
福

祉
相
談
員 

期
日 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

午
後
0
時
30
分
〜
4
時 

6/5 
g

会
　
場 

時
　
　
　
間 

ダ
イ
エ
ー

　
長
岡
店 

12

4

5

7

6

3生涯学習コーディネーター
養成講習を受講しませんか



こどもエコクラブは、子どもたちの興味や関心に基
づき環境保全活動に取り組むもので、小・中学生なら
誰でも入会できます。入会者には、
活動のヒントになる情報が掲載さ
れたニュースレター（情報誌）や
エコまるバッジなどを差し上げま
す。登録費・会費は無料です。グ
ループでご参加ください。
申し込み＝環境政策課1２４・０５２８

ニ
ッ
ク
（
緑
町
１
）、
大
関
医
院
（
新

町
２
）、か
わ
さ
き
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
川
崎
２
）、
新
産
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
南
七
日
町
）、
高
木
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
緑
町
１
）、
田
辺
医
院
（
稽
古
町
）、

宮
内
ク
リ
ニ
ッ
ク（
宮
内
１
）、
わ
き

や
医
院
（
関
原
町
１
）

□問
長
岡
地

域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
1
22
・
５
６

２
５

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
５
月
17
日
b
午
後
２
時
〜
３

時
　
会
場
＝
新
潟
県
長
岡
地
域
振
興

局
（
長
岡
保
健
所
）

内
容
＝
精
神

科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予

約
制
）

□申
長
岡
地
域
振
興
局
地
域

保
健
課
1
33
・
４
９
３
１

●
実
行
委
員
・
編
集
委
員
を

募
集
し
ま
す

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
で
は
、
女

性
も
男
性
も
と
も
に
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
何
か
を
始

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
楽

し
く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員

平
成
17
年
２
月
開
催
予
定
の

講
演
会
な
ど
を
企
画
・
運
営
し

ま
す
。

募
集
人
数
＝
20
人
（
月
２
回
程

度
の
打
ち
合
わ
せ
に
出
席
で
き

る
人
）

②
女
と
男
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
考
え
る
情
報
誌
「
あ
ぜ

り
あ
」
編
集
委
員

12
月
発
行
予
定
の
「
あ
ぜ
り

あ
」
の
企
画
・
編
集
を
行
い
ま

す
。

募
集
人
数
＝
８
人
（
月
３
回
程

度
打
ち
合
わ
せ
に
出
席
で
き
る

人
）

◇
　
　
　
　
◇

申
し
込
み
（
①
②
と
も
）
＝
５

月
20
日
e
ま
で
に
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
一
時

保
育
の
有
無
・
応
募
の
動
機（
４

０
０
字
程
度
）
を
記
入
し
、
ウ

ィ
ル
な
が
お
か
1
39
・
２
７
４

６
、
FAX
39
・
２
７
４
７
、
Ｅ
メ

ー
ルw

ill@
city.nagaoka.nii

gata.jp

へ

■
歯
の
衛
生
週
間
行
事

日
時
＝
６
月
６
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
①
歯
科
健
診
、
健
康
相
談（
矯

正
・
審
美
・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

な
ど
）、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
②
無
料

フ
ッ
素
塗
布
（
５
歳
児
ま
で
で
先
着

６
０
０
人
）

□申
①
直
接
会
場
へ
②

５
月
17
日
b
〜
24
日
b
に
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
希
望
時
間
（
午

前
ま
た
は
午
後
）
を
記
入
し
、
〒
９

４
０
―

０
８
６
５
四
郎
丸
町
２
３
２

の
１
長
岡
歯
科
医
師
会
1
32
・
１
４

３
０
へ
（
希
望
時
間
に
沿
え
な
い
場

合
あ
り
）

■
長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
で

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
が

で
き
ま
す

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
新
潟
県

骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
1
０
２
５
・

２
３
０
・
１
７
０
２
に
電
話
予
約
の

上
、
長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
で

ド
ナ
ー
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
＝
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
　
ド
ナ
ー
登
録
受
付
＝
毎
週
月

曜
日
（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
　
対
象
＝
20

〜
50
歳
の
健
康
な
人
　
□問
に
い
が
た

・
骨
髄
バ
ン
ク
を
育
て
る
会
1
０
２

５
・
２
３
３
・
５
９
６
３

■
健
康
相
談
窓
口
開
設
（
無
料
）

小
規
模
事
業
所
で
働
く
人
に
、
健

康
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
（
家

族
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
）。

日
時
＝
各
診
療
所
の
診
察
時
間
内
で

平
成
16
年
度
の
実
施
場
所
＝
市
川
医

院（
山
田
２
）、
お
お
じ
ま
心
療
ク
リ

●
長
岡
地
区
２
０
０
５
大
卒
等

就
職
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

平
成
17
年
３
月
に
大
学
・
短

大
・
専
修
学
校
な
ど
を
卒
業
す

る
予
定
の
人
が
対
象
で
す
。
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
18
日
c
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ

長
岡
　
内
容
＝
参
加
企
業
と
の

個
別
面
談
　
問
い
合
わ
せ
＝
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1
32
・
１
１

８
１
ま
た
は
商
業
振
興
課
1
39

・
２
２
２
８

●
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

子
ど
も
の
不
登
校
で
悩
ん
で

い
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
、
少
年
セ

ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談

室
、
長
岡
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー

ム
、
訪
問
相
談
の
職
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

相
談
は
無
料
で
す
。
直
接
会
場

へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
19
日
d
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
教
育
セ

ン
タ
ー
　
問
い
合
わ
せ
＝
学
校

教
育
課
1
39
・
２
２
３
９

●
春
季
消
防
演
習

各
地
域
の
消
防
団
員
が
、
部

隊
訓
練
や
放
水
訓
練
な
ど
を
披

露
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
署
警
備
係

1
36
・
０
１
１
９

●
防
火
管
理
講
習
会

期
日
＝
①
甲
種
…
６
月
７
日
b

・
８
日
c
（
２
日
間
）
②
乙
種

…
６
月
９
日
d

定
員
＝
①
１

５
０
人
②
90
人
（
各
先
着
）

会
場
＝
市
立
劇
場
　
テ
キ
ス
ト

代
＝
３
、２
５
０
円
（
当
日
に
）

受
付
期
間
＝
５
月
10
日
b
〜
６

月
４
日
f

申
し
込
み
＝
６
カ

月
以
内
に
撮
っ
た
写
真
（
縦
４

㎝
×
横
３
㎝
）
１
枚
を
持
参
し
、

消
防
本
部
、
消
防
署
各
出
張
所

ま
た
は
分
遣
所
へ
　
問
い
合
わ

せ
＝
消
防
本
部
予
防
課
1
35
・

２
１
９
０

●
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、

商
業
統
計
調
査
、
サ
ー
ビ
ス

業
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

市
内
の
全
事
業
所
を
対
象
に

６
月
１
日
現
在
で
、
①
事
業
所

・
企
業
統
計
調
査
②
商
業
統
計

調
査
③
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

の
３
調
査
が
全
国
一
斉
に
同
時

実
施
さ
れ
ま
す
。
５
月
下
旬
に

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
庶
務
課
1
39
・

２
２
４
８

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

23 22

アメリカシロヒトリは、毎年５月下旬ごろから９月にかけて庭木
や街路樹の葉を食い荒らし、私たちの生活環境を悪化させます。次
の駆除方法でアメリカシロヒトリの被害を防ぎましょう。

駆除は巣のある枝葉を切り取ることが最も効果的
幼虫（毛虫）の発生時期には、庭木など

の樹木の様子を注意深く観察してください。
幼虫は卵からかえると、分散せずに集団で
クモの糸がからんだような巣網をつくりま
す。この巣網を見つけたら、すぐその枝葉
を切り取り、靴底などでつぶしてください
（人に皮膚炎などの害はありません）。 残
った枝は燃やすごみに出してください。巣
網は放置すると幼虫が樹木全体に散ってし
まうため、見つけ次第処分しましょう。

薬剤散布は最小限に！
樹木全体に発生した場合や枝を切り取ることが難しい場合は、薬

剤散布が必要です。市で配布する駆除剤は、薬剤を葉に付着させ、
その葉を幼虫が食べることにより駆除するものなので、発生前の薬
剤散布は予防効果がありません。
町内会等で薬剤散布を行う時は、次のことを必ず守ってください。

①事前に町内回覧等で「窓閉め」を徹底（必要に応じ隣接町内も）
②薬剤が体に付着しない服装（マスク・手袋・長袖など）を着用
③薬剤の散布は風上から実施し、隣家への飛散に注意
④作業後の手・足・顔洗い、うがいの実施

長岡市は平成17年３月末までの合併
に向け、周辺の５町村と協議を進めて
います。

ステッカーで
市町村合併をＰＲ！

問い合わせ＝環境業務課1２４・２８３７

「アメリカシロヒトリ」は早期に発見して駆除を

▲幼虫の巣網
幼虫は初期の10日間程
度は集団で、その後は分
散して活動します

▲エコまる

会
　
場 

5月30日a

午前9時～11時 
（北部は11時30分まで） 

午後1時30分 
～3時30分 

期日 
方
面
隊 

時
間 

中
　
央 

南
　
部 

北
　
部 

川
　
西 

西
　
部 

栖
吉
小
学
校 

岡
南
中
学
校 

桂
小
学
校 

福
戸
小
学
校 

宮
本
小
学
校 

▲ステッカーは、市有車・ごみ収集車・タク
シーなどにはっています。

市では、起業家創出による地域経済の活性化を推進
していくため、情報機器を活用する起業家に、「e－ネ
ットシティながおか」で整備したブロードバンド環境
の整ったオフィスを低賃料で提供します。
入居者は、会議室や商談用のロビーなどの施設のほ
か、総合受付業務も利用できます。
また、入居者への支援として、ＳＯＨＯ事業者（イ
ンターネット等の環境が整った小規模事務室を活用し
て事業する人）や情報産業関係者などとの交流会の開
催をはじめ、資金、技術、特許や起業家経営にかかわ
る相談に応じる専門家を配置します。
場　　所＝インキュベーション・オフィス「崇徳館」

内（殿町２の３の９）
募集室数＝２室（各12㎡）
利 用 料＝月額４０,０００円
入居期間＝９月１日dから最長２年間
申し込み＝５月17日b～６月30日dに商業振興課1３９

・２２２８、FAX３６・７３８５へ（専門家による
書類審査および面接審査
あり）

起 業 家 を 募 集 し ま す

長岡地域（13市町村）の中で、あなたの記憶に焼き
付いている情景や体験したとっておきのシーンなどを
お寄せください。
応募は、ながおか市民センターや図書館などにある
専用用紙にイラストを書いたり写真をはったりして、
応募箱に投かん、郵送または持参してください。ホー
ムページ（http://www.hyakkei.com）からも応募できま
す。複数応募可。応募締切は12月31日fまでです。
賞＝越後長岡百景賞（記念品）、選考委員特別賞（賞金
３万円）
応募先・問い合わせ＝
新潟県長岡地域振興局地域振興課
（四郎丸町173の2）1３８・２５０７

あなたの記憶にのこる感動のワンシーン
「越後長岡百景」を募集します

こどもエコクラブ会員募集

人口と世帯数 住民基本台帳登録数16.４.１（前月比）

191,481人 93,927人 97,554人 67,075世帯
（－874） （－265）（－305）（－569）

「賃貸料が安く相談などの
サポート体制が充実していて、
応募してよかったです」と昨
年９月に入居の大室洋一さん

▲



最近、猫に関する苦情が増えています。例え
ば、「庭や玄関先にふんをしていく」「車や家屋
を傷つけられた」などといったものです。飼い
主のマナーとして周辺の人に迷惑をかけないよ
う次のことを守りましょう。

屋内飼育に努めましょう
屋内で飼育すると、他人
の庭にふんをしたり、鳴き
声などで迷惑をかけたり、
悲惨な交通事故に遭うこと
もありません。また、望ま
ない繁殖を防ぐこともでき、のら猫の抑止にも
つながります。

のら猫に餌を与えないで
かわいそうだからといってのら猫にむやみに
餌を与えないでください。餌を与える場合は、
飼い主として責任を持って飼育してください。

一度飼った猫を捨てないでください
一度飼った猫を捨てることは罪になります。
事情により飼えなくなった場合は、新潟県中越
動物保護管理センター1３４・１４１６へご相談く
ださい。

問い合わせ＝環境業務課1２４・２８３７

時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会

費
＝
月
２
、０
０
０
円
　
□申
直
接
会
場

ま
た
は
丸
山
さ
ん
1
32
・
８
１
８
０

へ■
長
岡
育
英
寮
入
寮
生
追
加
募
集

募
集
人
数
＝
２
人
　
対
象
＝
長
岡
市

出
身
ま
た
は
長
岡
市
内
の
高
校
を
卒

業
し
た
大
学
生
、
大
学
院
生
（
男
子

の
み
）

所
在
地
＝
東
京
都
武
蔵
野

市
西
久
保
２
の
16
の
９
　
部
屋
＝
６

畳
洋
間
個
室
食
事
な
し
（
自
炊
設
備

あ
り
）

寮
費
＝
月
３
０
、０
０
０
円

（
光
熱
費
含
む
）

□申
８
月
31
日
c

ま
で
に
7
長
岡
社
・
長
籐
さ
ん
1
32

・
８
５
９
７
へ
（
随
時
面
接
選
考
）

■
な
が
お
か
農
業
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

テ
ー
マ
＝
長
岡
市
・
栃
尾
市
・
山
古

志
村
の
自
然
や
農
村
風
景
と
そ
こ
に

住
む
人
び
と
と
の
ふ
れ
あ
い
（
未
発

表
作
品
に
限
る
）

応
募
サ
イ
ズ
＝

２
Ｌ
（
カ
ラ
ー
で
）

□申
９
月
24
日

f
必
着
で
応
募
票
を
作
品
の
裏
面
に

は
り
、
Ｊ
Ａ
各
支
店
ま
た
は
市
内
取

り
扱
い
カ
メ
ラ
店
へ
　
□問
Ｊ
Ａ
越
後

な
が
お
か
企
画
課
1
35
・
１
３
０
２

■
混
声
合
唱
団
員
募
集

日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
な
ど
　
□問

長
岡
第
九
合
唱
団
事
務
局
・
杵
淵
さ

ん
1
92
・
５
０
９
５

■
法
務
総
合
相
談
所
開
設
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
１
日
c
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
　
相
談
内
容
＝

家
庭
、
相
続
、
金
銭
上
の
問
題
な
ど

（
秘
密
厳
守
）

□問
新
潟
地
方
法
務

局
長
岡
支
局
1
33
・
６
９
０
１

■
地
域
保
健
講
座
（
無
料
）

日
時
＝
５
月
29
日
g
午
後
２
時
〜
４

時
　
内
容
＝「
い
び
き
、
居
眠
り
、
肥

満
は
要
注
意
」
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
に
つ
い
て
　
講
師
＝
佐
藤
英
夫
内

科
医
　
場
所
＝
長
岡
中
央
綜
合
病
院

健
診
棟
４
階
講
堂
　
□申
長
岡
中
央
綜

合
病
院
地
域
保
健
講
座
委
員
会
1
35

・
７
２
６
４
、
FAX
39
・
７
８
６
３

■
「
和
の
会
」
会
員
募
集

ご
一
緒
に
煎
茶
（
方
円
流
）
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
（
見
学
可
）。

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
〜
３

●
5
月
は
水
防
月
間
で
す

水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
水
害
に
対

し
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
天

気
予
報
や
注
意
報
に
関
心
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

担
当
＝
河
川
課
1
39
・
２
２
３

３●
中
小
企
業
従
業
員
・
農
業
者

の
た
め
の
派
遣
研
修
助
成

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

7
長
岡
市
米
百
俵
財
団
で
は
、

中
小
企
業
で
働
く
人
や
農
業
を

し
て
い
る
人
が
、
派
遣
研
修
に

参
加
す
る
場
合
に
自
己
負
担
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
研
修
＝
次
の
団
体
が
行
う

４
日
間
以
上
の
研
修
（
農
業
研

修
は
海
外
派
遣
研
修
の
み
）
①

国
・
県
・
市
②
中
小
企
業
大
学

校
・
商
工
会
議
所
・
商
工
団
体

③
農
業
関
係
団
体
④
信
濃
川
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
⑤
長
岡

技
術
科
学
大
学
　
対
象
＝
市
内

に
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業
の

従
業
員
、
農
業
者
　
助
成
対
象

経
費
＝
受
講
料
・
宿
泊
費
・
交

通
費
の
自
己
負
担
額
の
う
ち
次

の
額
①
国
内
研
修
…
自
己
負
担

額
６
万
円
以
下
は
そ
の
全
額
、

６
万
円
を
超
え
る
と
き
は
超
え

た
額
の
３
分
の
２
以
内
の
額
を

加
算
し
た
額
（
限
度
額
10
万
円
）

②
国
外
研
修
…
自
己
負
担
額
の

３
分
の
２
以
内
の
額
（
限
度
額

30
万
円
）

申
し
込
み
＝
研
修

開
始
日
の
10
日
前
ま
で
に
庶
務

課
内
7
長
岡
市
米
百
俵
財
団
事

務
局
1
39
・
２
２
０
３
へ

●
障
害
の
あ
る
人
へ
の
手
当
額

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

改
定
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

適
用
開
始
＝
４
月
分
か
ら
　
問

い
合
わ
せ
＝
福
祉
相
談
課
1
39

・
２
２
１
８

●
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
っ

た
と
き
は
届
け
出
を

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
次

の
３
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者
…
自
営
業

者
、
自
由
業
者
、
学
生
、
無
職

の
人

②
第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人

③
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に

よ
り
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ

っ
た
場
合
は
、
種
別
変
更
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
第
３
号
被

保
険
者
に
種
別
変
更
す
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
に
届
け

出
を
し
ま
す
。

届
け
出
を
し
な
い
と
将
来
受

け
取
る
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、

受
給
権
を
失
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
届
け
出
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
５
０

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

25 24

平成16年度中に自らの居住用として市内に住宅の建設等を完了する人で、
次のすべての条件を満たす人が対象です。
①前年１年間の所得金額が年返済基準額の５倍以上、かつ1,000万円以下
②ほかに市の住宅融資制度を利用していない　③市税を滞納していない
申し込み＝市内の取り扱い金融機関へ　融資時期＝工事完了後

多世代住宅に対する300万円の加算融資制度もあります（宅地購入は除く）。

問い合わせ＝建築住宅課1３９・２２２９

住宅建設の融資制度をご利用ください

特
別
児
童
扶
養 

手
当
1
級 

特
別
児
童
扶
養 

手
当
2
級 

障
害
児
福
祉 

手
当
 

特
別
障
害
者 

手
当 

経
過
的
福
祉 

手
当 

5
0
、9
0
0
円
　 

　（
5
1
、1
0
0
円
） 

3
3
、9
0
0
円
　 

　（
3
4
、0
3
0
円
） 

1
4
、4
3
0
円
　 

　（
1
4
、4
8
0
円
） 

2
6
、5
2
0
円
　 

　（
2
6
、6
2
0
円
） 

1
4
、4
3
0
円
　 

　（
1
4
、4
8
0
円
） 

改
定
額（
改
定
前
） 

区
　
分 

猫の飼い主の皆さんへ

＜情報公開制度＞
市では「長岡市情報公開条例」に基づき、市政に関する情
報を公開しています。市民なら誰でも情報の公開を請求する
ことができます。
公開の請求があった場合は、その情報のすべてを公開する
ことを原則としていますが、個人に関する情報などが含まれ
ている場合には、その部分を公開できないこともあります。
このような場合には、公開できない部分を除いて「部分公開」
しています。
市役所１階の市民の声なんでも窓口および２階の情報公開
コーナーで、公開についての相談や請求を受け付けています。

平成15年度の情報公開の実施状況

「情報不存在」とは、公開請求された情報が実施機関に存在しなかった
ことをいいます。

＜個人情報保護制度＞
市では「長岡市個人情報保護条例」に基づき、市が保有す
る個人情報の取り扱いのルールを定め、市民のプライバシー
を保護しています。
個人情報を取り扱う業務として、条例に基づき登録されて
いる業務の数は、平成16年３月31日現在で５４７件です。その
うち平成15年度中に新たに登録された業務は18件です。この
業務の登録の内容は、市役所２階の情報公開コーナーで閲覧
することができます。

平成15年度の個人情報の開示請求の件数等

「部分開示」とは、本人に知らされていない病気の状態など、本人に開
示することが不適切な部分を除いて開示することをいいます。「情報不
存在」とは、開示請求された情報が実施機関に存在しなかったことをい
います。

問い合わせ＝庶務課1３９・２２０３

情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況

実施機関 請求の 
件　数 

54 48

処　理　状　況　（件） 

2 0 4 0 

開　示 部分開示 非開示 情報不存在 本人取下げ 

市長部局 

実施機関 請求等の 件数 

公開・非公開の状況 
不　服 
申立て 公 開 

市長部局 

教育委員会 

水 道 局  

合 計  

57

3

30

90

27

2

14

43

22

1

8

31

0

0

0

0

1

0

6

7

5

0

1

6

2

0

1

3

0

0

2

2

部 分 
公 開 非公開 

情　報 
不存在 

本　人 
取下げ 処理中 

●
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
（
生
ご
み

粉
砕
機
）
の
使
用
に
は
認
定

が
必
要
で
す

各
家
庭
な
ど
で
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
ー
を
使
用
し
て
台
所
排
水
を

下
水
道
に
接
続
す
る
場
合
は
、

国
土
交
通
大
臣
等
が
認
定
し
た

排
水
処
理
槽
を
備
え
た
も
の
し

か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
外
は
各
自
生
ご
み
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
下
水
道
管
理
課

1
39
・
２
２
３
５

▲お住まいの地区の避難
所を確認しましょう

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後４時48分ころから３分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分ころから７分間、午後５時15
分ころから７分間

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」のお申し込みもできます。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

種　　　類 限度額 利　率（年） 返済期間 

一般住宅・落雪式屋根住宅新築 

耐雪住宅・融雪式屋根住宅新築 

リフォーム資金 

高齢者・障害者向けバリアフリ
ー住宅整備資金 

宅地購入資金 

一般2.6％、落雪1.6％ 

25年以内の
元利均等月
賦償還 

1.6％ 

一般2.6％、融雪・耐震1.6％ 

1.6％ 

2.6％ 

700万円 

1,000万円 

400万円 

400万円 

700万円 



ま
い
て
育
苗
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

移
植
時
に
傷
み
や
す
く
、
伸

び
も
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
深
く
扱
い
ま
し
ょ
う
。

（
日
長
と
温
度
）
茎
が
ど
ん
ど

ん
伸
び
て
生
長
す
る
温
度
は
摂

氏
20
度
前
後
で
す
。
高
温
多
湿

が
苦
手
で
、
冷
涼
な
気
候
を
好

み
ま
す
。

ア
ス
タ
ー
の
開
花
に
は
日
の

長
さ
が
深
く
関
係
し
ま
す
。
16

時
間
以
上
の
日
長
で
あ
れ
ば
、

10
度
く
ら
い
の
低
温
で
も
生
長

し
て
開
花
し
ま
す
。

（
植
え
る
場
所
）
日
当
た
り
と

排
水
の
よ
い
場
所
に
植
え
ま
す
。

植
え
付
け
の
２
週
間
ほ
ど
前
に
、

苦
土
石
灰
を
土
の
表
面
が
う
っ

す
ら
と
白
く
な
る
程
度
に
ま
き
、

穏
効
性
の
肥
料
と
一
緒
に
土
と

混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

連
作
障
害
が
あ
る
た
め
、
一

度
ア
ス
タ
ー
を
栽
培
し
た
場
所

に
は
数
年
間
は
植
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
つ
ぼ
み
が
見
え
始
め

る
ま
で
、
元
肥
の
ほ
か
に
追
肥

も
十
分
に
与
え
、
一
気
に
育
て

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
水
や
り
）
植
え
付
け
後
、
根

付
く
ま
で
は
表
土
が
白
っ
ぽ
く

な
っ
た
ら
水
を
与
え
ま
す
が
、

そ
の
後
は
特
に
乾
燥
し
な
け
れ

ば
与
え
ま
せ
ん
。

（
病
害
虫
）
連
作
を
す
る
と
、

株
元
か
ら
黒
褐
色
に
な
り
葉
や

茎
が
し
お
れ
て
枯
れ
る
立
枯
病

や
、
根
や
茎
の
導
管
が
冒
さ
れ

株
全
体
が
枯
れ
て
し
ま
う
萎
凋

病
、
葉
や
茎
に
円
形
の
小
斑
点

が
出
て
枯
れ
る
斑
点
病
な
ど
、

27 26

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
枚
ず
つ

花
び
ら
を
取
っ
て
い
く
「
恋
占

い
の
花
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

ア
ス
タ
ー
は
一
年
草
の
中
で

最
も
品
種
の
多
い
花
と
い
わ
れ
、

花
の
色
は
赤
、
桃
、
白
、
青
、

紫
な
ど
豊
富
で
す
。
花
の
形
も
、

一
重
咲
き
、
半
八
重
咲
き
、
丁

字
咲
き
、
ポ
ン
ポ
ン
咲
き
、
獅

多
く
の
病
気
が
出
や
す
く
な
り

ま
す
。

畑
な
ど
で
栽
培
す
る
と
、
ウ

リ
類
に
つ
く
ウ
リ
ハ
ム
シ
と
い

う
小
型
の
甲
虫
が
、
ウ
リ
よ
り

ア
ス
タ
ー
が
好
物
な
の
か
、
つ

ぼ
み
や
葉
を
す
べ
て
食
い
荒
ら

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ス
タ
ー
は
別
名
エ
ゾ
ギ
ク

と
呼
ば
れ
、
中
国
北
部
な
ど
が

原
産
地
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
チ
ャ
イ
ナ
ア
ス
タ
ー
と
い

う
英
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
簡
略
化
さ
れ
て
ア
ス
タ

ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
へ
の
渡
来
は
、
江
戸
時

代
中
期
ご
ろ
で
、
主
に
切
り
花

用
に
改
良
さ
れ
、
重
宝
さ
れ
ま

お
盆
に
よ
く
見
る
花
　
ア
ス
タ
ー

お
盆
の
花
と
し
て
な
じ
み
の
深
い
ア
ス
タ
ー
の
花
言
葉
は
、

「
美
し
い
追
想
」
で
す
。

家
庭
で
あ
ま
り
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
切
り
花
用
の
花

と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
近
年
は
、
花
壇
や
容
器

栽
培
用
の
品
種
な
ど
、
目
的
に
よ
っ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
月
は
、
ア
ス
タ
ー
の
紹
介
で
す
。

203

▲アスター

子
咲
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
姿
か
ら
切
り
花

向
き
の
箒
立
形
や
、
花
壇
や
盛

花
向
き
の
枝
打
形
、
プ
ラ
ン
タ

ー
や
鉢
向
き
の
矮
性
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
種
ま
き
）
発
芽
の
適
温
は
摂

氏
15
〜
20
度
で
す
。
お
盆
に
開

花
さ
せ
る
に
は
、
早
め
に
種
を

じ

し

ほ
う
き
だ
ち
が
た

ち
ょ
う

し

え
だ
う
ち
が
た

わ
い

た
ち
が
れ
び
ょ
う

い
ち
ょ
う

び
ょ
う

（　　　　　） 

（　　　　　） 

（　　　　　） 

商

業

振

興

課

　
  
39
・
2
2
2
8

工
業
振
興
課 

　 
39・
2
2
2
2

制度名 種　類 限度額 利率(年) 返済期間 問　い 
合わせ 

中小企業連鎖倒産防止対策資金 

中心市街地産業集積促進資金 

中小企業経営改善支援特別融資 
（平成17年3月31日まで） 

5年以内2.2％ 
5年超　2.4％ 

2.3％ 

2.4％ 

1.9％ 

2.4％ 

2.1％ 

3,000万円 

1,000万円 

750万円 

（　　　　） 

1,000万円 

4,000万円 

5,000万円 

2,500万円 

倒産企業との債
権額の範囲内で
3,000万円 

9年以内 
(据置１年以内を含む)

9年以内 
(据置2年以内を含む)

7年以内 
(据置１年以内を含む)

10年以内 
(据置１年以内を含む)

7年以内 
(据置6カ月以内を含む)

15年以内 
(据置3年以内を含む)

10年以内 
(据置１年以内を含む)

8年以内 
(据置１年以内を含む)

8年以内 
(据置１年以内を含む)

運転資金 6年以内 
設備資金 7年以内 
(据置１年以内を含む)

運転資金 4年以内 
設備資金 5年以内 
(据置3カ月以内を含む)

運転資金 5年以内 
設備資金 6年以内 
(据置6カ月以内を含む)

運転資金 5年以内 
設備資金 7年以内 
(据置１年以内を含む)

普通貸付 

組合貸付 

小口貸付 

創業貸付 

組合貸付 

特別貸付（中 
小流通業店舗 
等活性化資金） 

2,000万円 

5,000万円 

2.0％ 

2.4％ 

1.9％ 

1.7％ 

2.4％ 

2.4％ 

中小企業 
振興資金 

中小企業 
高度化資金 

新技術新製 
品開発資金 

設備資金 

所要資金から県の
高度化資金貸付決
定額を控除した額
の3分の１以内の額 

所要資金の3
分の2以内で
4,000万円 

返済期間が１年 
未満の運転資金 
は1.5％ 

�

�

普通貸付 

4,000万円 

返済期間が1年 
未満の運転資 
金は２億円 

保証付は 
5年以内1.7％ 
5年超　1.9％ 

1年以上5年未満の
創業者は6,000万円 

市内の事業所で、 
7信濃川テクノポリ 
ス開発機構の債務 
認証を受けたもの 

7にいがた産業創
造機構の設備の借
入れをし、市長の認
定を受けたもの 

（　　　　　） 信用保証付は 
1.7％ 

（　　　　　） 信用保証付は 
1.8％ 

（　　　　　） 信用保証付は 
1.9％ 

（　　　　　） 信用保証付は 
2.2％ 

2.4％ 

（　　　　　） 信用保証付は 
2.2％ 

（　　　　　） 信用保証付は 
1.6％ 

 

ご活用ください！中小企業融資制度 
●
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資

対
象
＝
排
水
設
備
や
ト
イ
レ
の

改
造
工
事
（
し
尿
浄
化
槽
の
廃

止
も
含
む
）
を
す
る
人
で
、
次

の
す
べ
て
の
条
件
を
備
え
て
い

る
人
①
建
物
の
所
有
者
ま
た
は

そ
の
同
意
を
得
て
い
る
借
家
人

等
②
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
、
農
業
集
落
排
水
事
業
受
益

者
負
担
金
、
市
税
、
国
民
健
康

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
③

独
立
し
た
生
計
を
営
み
償
還
能

力
が
あ
る
　
限
度
額
＝
一
般
住

宅
80
万
円
、
共
同
住
宅
等
１
５

０
万
円
　
利
率
＝
年
２
・
０
％

返
済
＝
融
資
を
受
け
た
翌
月
か

ら
36
カ
月
以
内
　
融
資
時
期
＝

工
事
完
了
後
　
申
し
込
み
＝
市

内
の
取
り
扱
い
金
融
機
関
へ

問
い
合
わ
せ
＝
下
水
道
管
理
課

1
39
・
２
２
３
５

●
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

7
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
、
町
内
会
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
組
織
が
行
う
施
設
や
設
備
の

整
備
に
対
し
て
助
成
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
は
、
村
松
町
と

西
片
貝
町
の
２
町
内
会
が
、
こ

の
事
業
の
助
成
を
受
け
「
お
み

こ
し
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
助
成
事
業
の
募
集

等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
が

決
定
次
第
市
政
だ
よ
り
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課
1

32
・
０
４
３
７

15
年
度
の
補
助
金
で
整
備
し
た

村
松
町
の
お
み
こ
し

▲

雨水の流出を抑え、雨水を有効に活用する
都市雨水対策の一環として、今年度から家庭
で雨水貯留タンクを購入・設置する場合、そ
の費用の一部を補助します。
貯めた水は、花壇・庭木の散水や洗車など

の雑用水として利用できます。昨年募集した
雨水貯留タンクのモニターからは「上下水道
の節水になった」「設置後のメンテナンスがほ
とんど不要」などの声が寄せられています。
対　　象＝柿川・稲葉川周辺（おおむね阪之

上､中島､蔵王､川崎､中沢の各地区）
に居住する人

募集人数＝１００人（先着）
補助内容＝１００リットル以上貯留できるタン

クの購入・設置費用の２分の１で、
上限２万円（１世帯につき１基）

申し込み＝５月６日e～31日bまでに住所、
氏名、電話番号を下水道管理課1
３９・２２３５､Ｅメールgesuikan＠ci
ty.nagaoka.niigata.jpへ

補助金を申し込み後、購入・設置は業者に
直接申し込みください。メーカーにより費用
は異なり、自己負担額が２～４万円程度必要
です。

都市雨水対策のため
雨水貯留タンクの設置に補助します

家屋の雨どいからの雨
水を集め、一時的に貯留
する150リットルのタンク
タンクの形や容量は数
種類あります

社
会
保
険
制
度
の
基
本
構
造
、
算
定

基
礎
届
の
実
務
、
公
的
年
金
の
し
く

み
、
健
康
保
険
の
保
険
給
付
　
受
講

料
＝
５
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

持
ち
物
＝
電
卓
、
筆
記
用
具

□申
５
月
20
日
e
ま
で
に
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
新
潟
開
発
援
助
課
1
37
・
０

４
５
０
へ

■
あ
お
ぞ
ら
の
会
へ

参
加
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
を
亡
く
し
た
親
の
会
で
す
。

日
時
＝
６
月
13
日
a
正
午
〜
午
後
５

時
　
会
場
＝
信
濃
川
会
館
（
新
潟
市
）

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円
（
昼
食
代
含

む
）

□申
６
月
９
日
d
ま
で
に
原
さ

ん
1
24
・
３
８
０
６
へ

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
相
談
会

パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
人
や
働
き

た
い
人
の
質
問
や
相
談
に
お
答
え
し

ま
す
。
相
談
無
料
（
秘
密
厳
守
）。

日
時
＝
５
月
18
日
c
・
６
月
15
日
c

の
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時
　
場
所
＝
長
岡
パ
ー
ト
バ
ン
ク

（
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
）

□問
7
21
世
紀
職
業
財
団
新
潟
事
務
所

1
０
２
５
・
２
４
９
・
５
６
６
０

■
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
・

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
無
料
相
談
会
　

期
日
＝
５
月
23
日
a

内
容
と
時
間

＝
①
標
準
管
理
規
約
改
正
の
セ
ミ
ナ

ー
…
午
後
１
時
〜
２
時
②
相
談
会
…

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
１
つ

で
も
可
）

場
所
＝
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
２
０
１
会
議
室
　
持
ち
物

＝
①
マ
ン
シ
ョ
ン
標
準
管
理
規
約
な

ど
（
当
日
実
費
５
０
０
円
で
販
売
も
）

②
管
理
規
約
な
ど
　
定
員
＝
①
35
人

（
先
着
）
②
時
間
内
で
先
着

□申
５

月
16
日
a
ま
で
に
新
潟
県
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
会
・
小
林
さ
ん
1
・
FAX
０

２
５
・
２
７
０
・
０
４
９
５

■
女
性
の
た
め
の
離
婚
相
談
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
秘
密
厳
守
）

日
時
＝
５
月
25
日
c
午
後
７
時
〜
９

時
、
26
日
d
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話
＝
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が

お
か
1
38
・
０
４
５
６
、
1
０
９
０

・
７
７
２
８
・
２
２
０
７
、
1
０
７

０
・
６
１
９
０
・
６
１
１
９

■
社
会
保
険
セ
ミ
ナ
ー

日
時
＝
①
６
月
２
日
d
・
９
日
d
②

６
月
６
日
a
・
13
日
a
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
新
潟
（
住
吉
３
）

内
容
＝

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

▲

市内各金融機関にお申し込みください。なお、制度によっては取り扱
いをしない金融機関がありますので詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ＝下水道管理課1３９・２２３５


